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このたびはネポン温室環境制御盤をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

この商品を正しく安全に使用していただくために、お使いになる前にこの「取扱説明書」をよくお

読みになり、十分に理解してください。お読みになられた後はお手元におき、必要に応じてお読み

ください。
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１、本書の読みかた

(１) とりあえず、すぐに使いたい時

事故や機器の故障を防止するため、「２、お使いになる前に」を読んでいただいた上
で、 「５、初めての設定ガイド」 を読みながら設定をおこなってください。

すぐに、基本的な操作がマスターできます。

(２) トラブルかな？と思った時

まず、機械の故障をうたがう前に「７、困ったときのチェックポイント」で該当欄
をチェックし、本書の指示に従ってください。

(３) ＭＣの機能を賢くお使い頂くために

「６、各機能の詳しい説明」 には、ＭＣの様々な設定や上手なご利用方法が載って
います。

ある程度基本操作をマスターされた方や、制御内容を調整したい方は参考にしてく
ださい。
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２、お使いになる前に

(１) 表記上の約束

① ご使用の前に、よくお読みの上、正しくお使いください。

② ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってく
ださい。

③ 表示意味は、次のようになっています。

(２) 安全上のご注意

※物的損害とは、施設や栽培物および動植物にかかわる拡大損害を意味します。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される

内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が想定

される内容を示します。

表　　　　示　　　の　　　意　　　味表　　　示

注意

警告

図記号の例

図　　記　　号　　の　　意　　味

は、禁止（してはいけないこと）を示します。

具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「分解禁止」を示します。

●は、強制（必ずすること）を示します。

具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「アース工事」（を必ずすること）を示します。

図　記　号

アース工事

分解禁止

 警告

施設園芸以外の目的に使用しないこと

この機器は施設園芸専用です。

他の用途には使用しないでください。

事故や故障のおそれがあります。
施設園芸用
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 注意

分解禁止

分解・修理・改造はしない

ご自分で修理などを行い、使用されますと事故のおそれがあります。

制御盤に農薬や水をかけない

感電、機器故障や製品寿命を損なうおそれがあります。
水ぬれ禁止

ぬれた手で制御盤に触れない

感電のおそれがあります。
ぬれた手禁止

アース線が確実に接続されているか確認する

故障や漏電のとき感電するおそれがあります。
アース工事確認

試運転確認

工事や試運転が正しくされているか確認する

不備があると感電や火災のおそれがあります。

センサーなどのオプション品（別売品）もネポン指定品を使用する

指定品以外の部品を使用すると、事故や故障のおそれがあります。
指定部品使用

雷発生時は元電源を切る

雷が発生したら必ず元電源（ブレーカ）および、電源を切って下さい。

故障のおそれがあります。 元電源を切る

異常（異音・異臭）を感じた時は使用を中止し、お買い上げの販売店

またはお近くのネポン支店・営業所に連絡する

異常のまま使用すると感電や火災のおそれがあります。 異常時使用禁止

●長雨や強風時は、まずご自分の安全を確保された上で、温室状況に合わせて処置して

　ください。

　気象条件によっては高温･高湿となり、温室内の作物の生育に影響を与えるおそれが

　あります。

●むやみに電源を切らないでください。

　電源の入・切をひんぱんに行うと、誤動作や故障おそれがあります。

●設定・操作時は、ツマミ・スイッチをゆっくり操作してください。

　急に操作すると、誤動作や故障のおそれがあります。

●お願い●
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(３) 使用上のご注意

ＭＣ－３００１／３５０１をお使いになる前に、必ずお読みください。

① 電源を入れる前には、次の事を注意してください。

ⅰ)操作スイッチは自動または停止になっていること。

　 手動で開または閉に入っていると、電源投入と同時に機器が動作することが

　 あります。

ⅱ)端子台部のカバーがキチンと閉められていること。

② 時計が正しくセットされていないときは、正しく合わせ直してください。

　 正しく運転できません。

③ エラーが発生しているときはエラーを解除してください。

   正しく運転できません。

④ 使用しない機能は、操作スイッチは停止に、設定ツマミは動作しない値にしておいて

   ください。

⑤ 通常は操作スイッチを必ず自動にしてください。

   停電補償切れの時には、窓･カーテンは0：00の設定で動作します。

⑥ 雷が発生したら元電源を切り、本体の電源スイッチを切ってください。

⑦ ぬれた手で操作しないでください。

   感電するおそれがあります。

⑧ 使用中や動作中にむやみに電源を切らないでください。

⑨ 設定ツマミや操作スイッチは、ゆっくり操作してください。

⑩ 制御盤に水や農薬をかけたり、かかることの無いようにしてください。

⑪ 操作スイッチは手動で開、または閉にして放置しないでください。

   手動操作し終わったら手動で停止にするか、自動にしておいてください。

⑫ 保守スイッチは試運転時にセットしていますので、通常は触らないでください。
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３、各部の名称

(１) ＭＣ-３００１

(２) ＭＣ-３５０１

表示(センサー値、時刻、開度等)

設定ツマミ 操作スイッチ

運転表示
窓…ＡＢ系統 １セット

カーテン…２系統

暖房…１系統２出力

循環扇･･･１系統

窓…ＡＢ系統 １セット

カーテン…２系統

暖房…１系統２出力

循環扇･･･１系統

モヤコン

ファンコン

電源スイッチ

ヒューズ

2A250Vφ 6.3

時刻設定スイッチ

各制御の開始･終了時刻を設

定します。→P10(4)開始･終

了時刻の設定方法

メモリ設定スイッチ

メモリスイッチ値を設定しま

す。→P10(5)メモリスイッチ

の設定方法

保守設定スイッチ

保守設定を設定します。→

P10(6)保守スイッチの設定を

変更する方法
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1)初期画面：温度　日付（月／日）　現在時刻（時：分：秒）

T1：室温1の現在温度

2)開度：窓・カーテンの現在開度

窓Ａ　　　：開度（％）　重なり時間（秒）

窓Ｂ　　　：開度（％）　重なり時間（秒）　

カーテン１：開度（％）　重なり時間（秒）

カーテン２：開度（％）　重なり時間（秒）

・温度は-9.9～49.9℃、0.1℃毎に表示します。

（２）センサーと窓・カーテン開度表示【ＭＣ－３００１の場合】

センサー、現在の窓・カーテン開度を表示します。

表示切替ボタンを１回押す毎にセンサー表示と開度表示が交互に表示されます。

４、基本操作の解説

（１） 時計のセットのしかた

ＭＣ－３００１の場合、メモリボタンを押して「ﾒﾓﾘ20 ﾄｹｲｾｯﾃｲ｣にします。

ＭＣ－３５０１の場合、メモリ２ボタンを押して「ﾒﾓﾘ20 ﾄｹｲｾｯﾃｲ｣にします。

カーソル移動ボタンを押して「年/月/日、時：分」を選択します。

▲▼ボタンで現在時刻に合わせます。

合わせた時点で決定となります。

表示切替ボタンを押します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録データ読み込み表示のあと、初期画面に戻ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

または１分間操作しないと、初期画面に戻ります。

注意！ 時計のセットの途中で放置しないでください。
時刻が合っていないと正常な運転ができません。必ず設定を完了してください。

ｵﾝﾄﾞ  10/ 5  0:02:42
T1:20.0℃　

 ﾏﾄﾞｶｲﾄﾞ A:  0%   0s
 ﾏﾄﾞｶｲﾄﾞ B:  0%   0s
ｶｰﾃﾝｶｲﾄﾞ 1:  0%   0s
ｶｰﾃﾝｶｲﾄﾞ 2:  0%   0s

又は

ﾒﾓﾘ20:ﾄｹｲ  ｾｯﾃｲ

2006/10/ 5    0:00

ｼﾊ ﾞ ﾗ ｸ ｵ ﾏ ﾁ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ
ｷ ﾛ ｸ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ｦ ﾖ ﾐ ｺ ﾐ ﾁ ｭ ｳ
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（３）センサーと窓・カーテン開度表示【ＭＣ－３５０１の場合】

センサー、現在の窓・カーテン開度、設定温度を表示します。

表示切替ボタンを１回押す毎にセンサー、開度、設定温度が順番に表示されます。

1)初期画面1：温度　日付（月／日）　現在時刻（時：分：秒）

T1：室温1の現在温度

2)初期画面2：温度　日付（月／日）　現在時刻（時：分：秒）

T1：室温1の温度 　T2：室温2の温度

平均温度:T1とT2の平均温度

差温：T1とT2の温度差

※T2接続ナシでは表示しません。

3)初期画面3：日射による運転(通常･上乗せ･引下げ)　現在時刻

設定温度－上乗せ・引下げ温度：15.0℃－2.0℃

照度：15.5kLx、　　　　判定ｸﾓﾘ(ﾊﾚ･ｸﾓﾘ)

総日射（量）：2.009MJ/m2

▼ボタンを押すと総日射の単位がMJ/m2⇔cal/cm2表示に切替わります。

※日射センサー接続ナシでは表示しません。

4)開度：窓・カーテンの現在開度

窓Ａ　　　：開度（％）　重なり時間（秒）

窓Ｂ　　　：開度（％）　重なり時間（秒）　

カーテン１：開度（％）　重なり時間（秒）

カーテン２：開度（％）　重なり時間（秒）

5)ｾｯﾃｲﾁ1：４段サーモの設定温度確認表示画面

１段温度、２段温度　

３段温度、４段温度

この温度で運転します。

6)ｾｯﾃｲﾁ2：窓の設定温度確認表示画面

１段温度、２段温度　

３段温度、４段温度

この温度で運転します。

7)ｾｯﾃｲﾁ3：カーテンの設定温度確認表示画面

カーテン１の保温温度、カーテン２の保温温度　

この温度で運転します。

・温度は-9.9～49.9℃、0.1℃毎に表示します。

 ﾏﾄﾞｶｲﾄﾞ A:  0%   0s
 ﾏﾄﾞｶｲﾄﾞ B:  0%   0s
ｶｰﾃﾝｶｲﾄﾞ 1:  0%   0s
ｶｰﾃﾝｶｲﾄﾞ 2:  0%   0s

ｵﾝﾄﾞ  10/ 5  1:21:47
T1:20.0℃ T2:16.5℃
ﾍｲｷﾝ：18.2℃
T1ﾄT2ﾉｻｵﾝ： 3.5℃　

ﾂｳｼﾞｮｳ ｳﾝﾃﾝ 16:25:00
ｾｯﾃｲｵﾝﾄﾞ:15.0-2.0℃
 ｼｮｳﾄﾞ: 15.5kLx  ｸﾓﾘ
ｿｳﾆｯｼｬ: 2.009MJ/m2

注意！ ツマミの目盛に合わせた設定は誤差が含まれるため目安としてください。

ｾｯﾃｲﾁ 1      0:03:11
4ﾀﾞﾝｻｰﾓ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:13.0℃    2:15.0℃
3:15.0℃    4:15.0℃

ｾｯﾃｲﾁ 2      0:03:19
ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:20.5℃    2:21.0℃
3:27.0℃    4:22.0℃

ｾｯﾃｲﾁ 3      0:03:26
ｶｰﾃﾝ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:25.0℃  2:27.5℃

ｵﾝﾄﾞ  10/ 5  0:02:42
T1:20.0℃　
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メモリボタンを押して、変更したい項目にします。

カーソル移動ボタンを押して、カーソル（点滅部）を変更したい項目に移

動します。

▲▼ボタンで希望の値に合わせます。合わせた時点で決定となります。１

分間放置すると初期画面（温度表示）に戻ります。

(５) メモリスイッチの設定方法

各メモリ設定値の番号は､本書｢8､付録 (1)メモリスイッチ一覧｣を参照ください。

(６) 保守スイッチの設定方法

各保守設定値の番号は､本書｢８、付録（２）保守スイッチ一覧｣を参照ください。

保守ボタンを２秒押します。さらに保守ボタンを押して、変更したい項目にし

ます。

カーソル移動ボタンを押して、カーソル（点滅部）を変更したい項目に移動し

ます。

▲▼ボタンで希望の値に合わせます。合わせた時点で決定となります。

１分間放置すると初期画面（温度表示）に戻ります。

(４)開始・停止時刻の設定方法

各時刻値の設定項目は｢８、付録 （３）時刻設定一覧｣を参照ください。

ｶﾝｷﾏﾄﾞ       1:18:10
ﾍﾝｵﾝ ｶｲｼ ｼﾞｺｸ
1ﾀﾞﾝ06:00->2ﾀﾞﾝ10:00
3ﾀﾞﾝ14:00->4ﾀﾞﾝ17:00

ﾒﾓﾘ１: ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｷｮｳﾂｳ
ﾏﾄﾞB　ｶｲｵﾝﾄﾞ:A+ 0.0℃
ﾏﾄﾞA  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃
ﾏﾄﾞB  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃

注意！ ＭＣ－３００１／３５０１には、設置・試運転時に必要な各種選択スイッチや、制御用
パラメータを調節する機能を、保守スイッチとして用意しています。
設定内容を変更すると、誤動作や故障の恐れがあります。
工事担当者やサービスマンの指示なく設定変更しないでください。

ﾎｼｭ1:ｵﾝﾄﾞ ﾎｾｲ
T1: 20.0℃+0.0

時刻設定ボタンを押して、変更したい項目にします。

カーソル移動ボタンを押して、カーソル（点滅部）を変更したい段数時刻に移

動します。

▲▼ボタンで希望の時刻に合わせます。（15分毎）

合わせた時点で決定となります。

１分間放置すると初期画面（温度表示）に戻ります。

注意！ 変温開始時刻設定の場合、開始時刻の順番が逆になるような設定はしないでください。
間違った設定では設定エラーとなり、エラーランプが点灯します。
この場合には、開始時刻を１段→２段→３段→４段 の順に設定し、設定エラーを解除し
てください。

又は 又は
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５、初めての設定ガイド

試運転は終了しましたか？
試運転が終わっていない場合は、 試運転を済ませてからガイドをお読みください。
設定の前に、 全ての操作スイッチを 「停止」 にしておいてください。

(１)  室温管理

1) 窓

 ステップ１    時刻設定ボタン を押して、 開始時刻を設定します。

各時間帯の、開始する時刻です。１段～４段まで、それぞれ合わせます。

例) １段6:00、２段10:00、３段14:00、４段17:00

ステップ２   ツマミをまわして、開温度、リミット開度を設定します。

窓を開け始める温度。１段～４段まで、それぞれ合わせます。

リミット開度は窓の開度を制限します。通常100％に合わせます。

ステップ3    メモリボタンを押して、感度を設定します。

１℃上昇する毎に何％開けるか調節します。

暑いときは大きく、寒いときは小さめに設定します。

例) 冬期、窓Ａ10％/℃、窓Ｂ5％/℃
ワンポイント

･別売の雨センサーまたは雨感知器が付いているとき、 雨時にムレないよう少し開けておくことが

 できます。[ﾒﾓﾘ6及び8]例)雨開度 10％　《ＭＣ－３５０１のみ》

･別売の風感知器が付いているとき、 風が強いと窓を閉めることができます。

 [ﾒﾓﾘ6及び8]例)風開度 5％

･開温度を保温カーテン保温温度より高くすると、温度低下時には窓が閉まってからカーテンが

 閉まります。

  2) 保温カーテン （カーテン1、カーテン2）

ステップ１    時刻設定ボタンを押して､開始と停止時刻を設定します。

　　保温する時間帯を設定します。予め設定した保温モード(高湿予防)で動作します。

ステップ２   ツマミをまわして､保温温度を設定します。

保温のため、カーテンを開き始める温度。

ステップ３   カーテン切替ボタン を押して、保温運転に切り替えます。

保温ランプを点灯させます。

ワンポイント

･保温温度を暖房温度より高くすると、カーテンが閉まってから暖房開始します。

･地域､気候に合わせて、保温モードは高湿予防､室温重視等選択することができます。

詳しくは、「６、各機能の詳しい説明 カーテン」をご覧ください。

ｶﾝｷﾏﾄﾞ       1:18:10
ﾍﾝｵﾝ ｶｲｼ ｼﾞｺｸ
1ﾀﾞﾝ06:00->2ﾀﾞﾝ10:00
3ﾀﾞﾝ14:00->4ﾀﾞﾝ17:00

ﾒﾓﾘ１: ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｷｮｳﾂｳ
ﾏﾄﾞB　ｶｲｵﾝﾄﾞ:A+ 0.0℃
ﾏﾄﾞA  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃
ﾏﾄﾞB  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃

ｶｰﾃﾝ1 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ1 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

又は



12

　　　　　　(２) 光管理

(　　遮光カーテン

ステップ１  時刻設定ボタン を押して、開始と停止時刻を設定します。

遮光する時間帯を設定します。

ステップ２  メモリ1ボタン を押して、遮光照度を設定します。

遮光のため、カーテンを閉め始める照度。例) 10.0kLx

ステップ３  カーテン切替ボタン を押して、遮光運転に切り替えます。

遮光ランプを点灯させます。

ワンポイント

･暑くて蒸れるときは、少し開けておくことが出来ます。[ﾒﾓﾘ11と12]例)ムレ開度10 %

･作物に合わせて、遮光モードは照度や室温を組み合わせて選択することができます。

詳しくは、「６､各機能の詳しい説明 (２)カーテン」をご覧ください。

タイマーモード以外は《ＭＣ－３５０１のみ》、別売の日射センサーが必要です。

(3) 暖房

ステップ１  時刻設定ボタン を押して、開始時刻を設定します。

各時間帯の、開始する時刻です。１段～４段まで、それぞれ合わせます。

例) １段4:00、２段7:00、３段16:00、４段22:00

ステップ２  ツマミをまわして、暖房温度を設定します。

室温の管理温度。１段～４段まで、それぞれ合わせます。

ワンポイント

･各暖房機側のｻｰﾓ設定は、各段の暖房温度のうちの最低管理温度に合わせて設定してください。

4ﾀﾞﾝｻｰﾓ　    1:18:10
ﾍﾝｵﾝ ｶｲｼ ｼﾞｺｸ
1ﾀﾞﾝ04:00->2ﾀﾞﾝ07:00
3ﾀﾞﾝ16:00->4ﾀﾞﾝ22:00

ｶｰﾃﾝ1 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ1 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

ｶｰﾃﾝ2 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ2 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

ﾒﾓﾘ2:ｶｰﾃﾝ1 ｷｮｳﾂｳ
ﾎｵﾝ ｶﾝﾄﾞ  :1℃/100%
ｼｬｺｳ ｼｮｳﾄﾞ:10.0kLx
ｼｬｺｳ ｶﾝﾄﾞ :10min

ﾒﾓﾘ3:ｶｰﾃﾝ2 ｷｮｳﾂｳ
ﾎｵﾝ ｶﾝﾄﾞ  :1℃/100%
ｼｬｺｳ ｼｮｳﾄﾞ:10.0kLx
ｼｬｺｳ ｶﾝﾄﾞ :10min
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   モヤコン

ステップ１   時刻設定ボタンを押して、バーナ運転時間を設定します。

  開始時刻と停止時刻を設定します。1日2回まで設定できます。

ステップ２   時刻設定ボタンを押して、ファン運転時間を設定します。

  開始時刻と停止時刻を設定します。1日2回まで設定できます。

ステップ３   モヤコンバーナ選択ボタンを押して、

　　　　　　  バーナ運転時間帯を選択します。

ステップ４   モヤコンファン選択ボタンを押して、

　　　　　　  ファン運転時間帯を選択します。

ステップ５   ツマミをまわし、リミット温度、バーナサイクル時間、

 ファンON時間、ファンサイクル時間を設定します。

　　　　　　　　リミット温度は許容できる最大の温度にします。

ワンポイント

･室温がリミット温度以上になると窓やカーテンをモヤ開度まで開けることができます。[ﾒﾓﾘ
6,8]

 詳しくは、「６､各機能の詳しい説明 （６）モヤコン」をご覧ください。

(4)  湿度管理

  (3) 風管理

  　循環扇

ステップ１ 時刻設定ボタンを押して､開始と停止時刻を設定します。

ステップ２ 循環扇選択ボタンを押して、運転するタイマを選択します。

選択するとランプが点灯します。

ワンポイント　《ＭＣ－３５０１のみ》

･別売の雨感知器が付いているとき、降雨時に運転することができます。終日作用します[ﾒﾓﾘ18]雨連動

･暖房時に、運転することができます。終日作用します[ﾒﾓﾘ18]暖房連動

･モヤコンのバーナ運転と連動運転することができます。[ﾒﾓﾘ18]ﾓﾔｺﾝ連動

(5) 自動運転

 操作スイッチ

窓･カーテンの各自動-停止-手動 操作スイッチを「自動」にします。

以上で基本設定は完了です。

さらに「６、各機能の詳しい説明」をお読みになりＭＣの機能をご活用ください。

ｼﾞｭﾝｶﾝｾﾝ　  13:18:10
ｳﾝﾃﾝ ｼﾞｶﾝ
ﾀｲﾏ1 09:00-->15:00
ﾀｲﾏ2 20:00-->04:00

《ＭＣ－３５０１のみ》

ﾓﾔｺﾝ2　     1:18:10
ﾌｧﾝ ｳﾝﾃﾝ ｼﾞｶﾝ
ﾌｧﾝ1 16:00-->20:00
ﾌｧﾝ2 04:00-->08:00

ﾓﾔｺﾝ1　      1:18:10
ﾊﾞｰﾅ　ｳﾝﾃﾝｼﾞｶﾝ
ﾊﾞｰﾅ1 17:00-->19:00
ﾊﾞｰﾅ2 05:00-->07:00
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６、各機能の詳しい説明

(１) 窓

１）特 長

①天窓･側窓や巻取式の谷窓換気、サイド換気の制御も可能です｡

②天窓のリンクアーム式やラック＆ピニオン方式､側窓の引戸方式など様々な開閉方式に対応できます｡

③２本目の温度センサーを接続することにより、平均温度、どちらか低い方の温度、どちらか高い方
の温度、ご指定のセンサーの温度で運転できます。《ＭＣ－３５０１のみ》

④ネポン独自の無段階比例制御方式は､室内温度に比例して窓をきめ細かく調節します｡　　　　　　
感度設定機能によって､季節ごとの外気温の変化に応じ一度に動く開度を5～25％と調節できるので､
温室内の温度変化にすばやく反応し窓開度を最適に保ちます｡

⑤４段変温を採用し､きめ細かな温度管理ができます｡特に段数が切換わる際、次段開温度へは徐々に
ゆるやかに切り換えること（変温移行制御）が出来るので、室内環境が急激に変化しません。

⑥Ａ系統(例えば東側窓)､Ｂ系統(例えば西側窓)の開温度に差温設定を設け､Ａ系統を先に開けて､その
後室温が上昇してからＢ系統の窓を開けることができます｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　
冬期風上側の窓をＢ系統に設定することにより、季節風の吹き込みを防止しながら換気ができます｡

⑦降雨時には､別売品の雨センサー、または雨感知器によって窓を強制的に閉めることができます｡　
全閉したくない場合は､降雨時の各系統毎に開度を調節できます｡

⑧強風時には､別売品の風速感知器によって窓を強制的に閉めることができます｡　　　　　　　　
全閉したくない場合は､各系統毎に風感知時の開度を調節できます｡　　　　　　　　　　　　　　
また､全閉中に室温が高温になると強制的に解除して開けることができます。

⑨モヤコンのバーナ運転が出来ないとき（室温がリミット温度以上）、窓を強制的に開けることができ
ます。《ＭＣ－３５０１のみ》

⑩巻取り換気は、一定時間毎で窓シートを広げるようにして、日差しや熱で窓シートが焼けて張り付
かないようにすることができます。

２）各部の名称

窓

変温段数表示
開温度・リミット開度ツマミ

操作スイッチ
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３） 変温時間帯について

設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （４）開始･停止時刻の設定方法」をご覧ください。

① 開始時刻の設定

１日を４段に分割し、各々の開温度[後述 4）①参照]で室温比例制御
します。

各段は、設定開始時刻から次段開始時刻の間で動作します。

変温移行制御を設定すると、段が切換わる際、次段開温度への移行が

ゆるやかに行なえます。[後述6）⑥参照]

注意！ 開始時刻の順番が逆になるような設定はしないでください。
間違った設定では設定エラーとなり、エラーランプが点灯し、全変温段数ランプ
が点滅します。
この場合には、開始時刻を１段→２段→３段→４段 の順に設定し、設定エラー
を解除してください。

② 巻取り窓焼き付防止時間の設定

自動運転時、巻取り窓が日差しで窓が焼けて張付かないよう、開始

時刻から停止時刻まで焼付防止運転間隔毎に全閉動作を行ないます。

[後述５）⑦参照]で焼付防止運転間隔をOFFにすると焼付防止運転は

しません。

４）各ツマミの説明

① 開温度の設定（5～40℃）

開温度は、Ａ系統の窓の開き始める温度です。

室温がこの温度以上に上昇したとき開き始めます。

(Ｂ系統の開温度は、後述5）①ＡＢ温度差を参照)

本器は、位置比例制御方式を採用しております。

これは室温の上昇によって窓の開度を調節するもので、室温と開温度の差
温に比例して窓の開度が決まるものです。ツマミの設定は１℃単位で設定
します。

   全閉になる温度：窓が閉まりきる温度は【 開温度－2℃】です。

＜例＞ 午後の閉まり切る温度と、午前中の開き始める温度を同一にするための方法
窓が開き始める午前中の時間帯、例えば１段や２段時間帯の開温度に対して、午後の窓が閉
まる時間帯、例えば３段や４段の開温度を開き始めの【開温度＋2℃】にします。

② 開温度の確認　《ＭＣ－３５０１のみ》

表示切替ボタンを押し、「ｾｯﾃｲﾁ 2」にします。この温度で運転

します。

③ リミット開度の設定（0～100％）

窓の最大開度を一時的に制限する機能です。

雨時や風時に最大開度を制限したいときなどにこのリミット開度を希望開
度に設定しますと、開温度や感度に関係なく、その開度までしか開かなく
なります。通常は100％にしておきます。

ﾏｷﾄﾘﾏﾄﾞ      1:18:17
ﾔｷﾂｷﾎﾞｳｼ ｼﾞｶﾝ
ｶｲｼ 09:00->ﾃｲｼ 17:00

ｶﾝｷﾏﾄﾞ       1:18:10
ﾍﾝｵﾝ ｶｲｼ ｼﾞｺｸ
1ﾀﾞﾝ06:00->2ﾀﾞﾝ10:00
3ﾀﾞﾝ14:00->4ﾀﾞﾝ17:00

ｾｯﾃｲﾁ 2      0:03:19
ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:22.5℃    2:21.0℃
3:27.0℃    4:22.0℃

注意！  ツマミの目盛に合わせた設定は誤差が含まれるため
目安としてください。
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５）各メモリスイッチの説明

設定のしかたは、「４､基本操作の解説（５）メモリスイッチの設定方法」をご覧ください。

① ＡＢ温度差（-10～10℃）

Ｂ系統の開温度を決める設定です。

Ｂ系統の開温度は【開温度ツマミ＋ＡＢ温度差】になります｡

この温度が40℃以上になる場合は40℃の設定になり、40℃以上の設定
にはなりません。

Ａ系統を先に開けて､その後の室温上昇でＢ系統を開けたい場合この温
度差を＋の値に合せます｡

＜例＞Ａ系統を23℃で開けＢ系統を27℃で開ける場合、

開温度 =23℃、ＡＢ温度差 ＝ 27－23℃ ＝ ＋ 4℃

② 感度（5～25％／℃）

感度とは、室温1℃の変化で窓を開ける割合です。

設定した室温を保つために必要な換気量は、夏と冬では異なります。　
感度を設定することで、冬に換気量が多すぎて急に室温が低下したり、　
夏に換気量が少なすぎて室温が高くなることを防ぎます。

＜例＞冬は感度の値を小さく、夏は大きく設定します。　　　　　　　　
　　　冬季：5％／℃　　　　　　夏季：25％／℃　　　　　　　　　　　
　　　中間期：10 ～ 20％／℃

③ 雨開度（OFF、0～50％）　《ＭＣ－３５０１のみ》

自動運転時、雨センサーまたは雨感知器の信号が入ると強制的に雨開度
まで閉まります。※雨センサー、雨感知器はオプションです。

ⅰ)雨開度 を0％にすると全閉します。

    0～50％の範囲で降雨時開度を調節できます。

    OFFにすると雨運転はしません。

ⅱ)雨信号が入ると、操作パネルの雨ランプが点灯します。

ⅲ)ムレ運転と雨運転が同時に発生した場合、雨開度が優先されます。

ⅳ)室温が強制解除温度（ﾒﾓﾘ7,9）以上（約３分後）になると雨信号が
解除され雨運転はしません。

注意！ 雨運転で窓が閉まっている時、室内が高温になる可能性があります。
雨信号が解除されるまで窓は開きません。ご注意ください。

④ 風開度（OFF、0～50％）　《ＭＣ－３５０１のみ》

自動運転時、風速感知器の信号が入ると強制的に風開度まで閉まりま
す。風速感知器はオプションです。

ⅰ)風開度 を0％にすると全閉します。0～50％の範囲で風開度を調節
できます。OFFにすると風運転はしません。

ⅱ)信号が入っている場合、風ランプが点灯します。

ⅲ)雨と風運転が同時に発生した場合、風開度が優先されます。

ⅳ)室温が強制解除温度（ﾒﾓﾘ7,9）以上になると風信号が解除され風運転はしません。

注意！ 風運転で窓が閉まっている時、室内が高温になる可能性があります。
風信号が解除されるまで窓は開きません。ご注意ください。

 開
度

（
％

）

０ ４ ７      ２０

          温度上昇（℃）

０

100

感度25%
（夏） 感度15%

(春･秋)

感度5%
（冬）

●お願い●　 長雨や強風時は、まずご自分の安全を確保された上で、温室状況に合わせて処置してください。
　　　　　　 気象条件によっては高温･高湿となり、温室内の作物の生育に影響を与えるおそれがあります。

ﾒﾓﾘ１: ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｷｮｳﾂｳ
ﾏﾄﾞB　ｶｲｵﾝﾄﾞ:A+ 0.0℃
ﾏﾄﾞA  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃
ﾏﾄﾞB  ｶﾝﾄﾞ:15%/℃

ﾒﾓﾘ6:ｶﾝｷﾏﾄﾞ A(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ8:ｶﾝｷﾏﾄﾞ B(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

又は
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① 温度２センサーの接続　《ＭＣ－３５０１のみ》

２本目の温度センサーを接続したい場合、設定をアリにします。

２本目の温度センサーはオプションになります。

② 制御センサー選択　《ＭＣ－３５０１のみ》

２本目の温度センサーを接続した場合、制御に使用する温度を各系統ごとに選択することができます。

1)T1：室温1の温度

2)T2：室温2の温度

3)ヘイキン：T1と T2の平均温度

4)サイテイ：T1とT2のどちらか低い方の温度

5)サイコウ：T1とT2のどちらか高い方の温度

③ 全開時間

天窓、側窓:動力モータの閉リミット位置から開リミット位置まで開くのにかかる時間です。

谷換気･サイド換気の場合、開きはじめる部分から開リミット位置まで開くのにかかる時間です。

試運転時に設定します。

この設定を変更すると、正しく動作出来なくなりますのでご注意ください。

⑤ モヤ開度（0～50％）　《ＭＣ－３５０１のみ》

自動運転時、モヤコンのバーナ運転中に室温がリミット温度以上になる
と、一時的に窓をモヤ開度だけ開けて換気除湿することができます。

モヤ開度は0～50％の範囲で調節できます。

0％の場合は開きません。

⑥ 風運転モード（強風弱風、強風、弱風）　　《ＭＣ－３５０１のみ》

風速制御時は各窓毎に風速モードを選択することができます。

風感知器をご利用の場合は、｢強風弱風(初期値)｣で使用します。
ⅰ)強風弱風：弱風時､窓は風開度まで強制閉します｡
　　　　　　 強風時､窓は全閉します｡
ⅱ)強風：弱風時窓は開いたままになります。
　　　　 強風時窓は全閉します｡
　　　　 強風時のみ全閉にしたい場合設定します。
ⅲ)弱風：弱風時窓は風開度まで閉まります。
　　　　 強風時窓は風開度まで開いたままになります。
　　　　 強風時でも全閉したくない場合に設定します。

⑦ 巻取り換気 の設定について　《ＭＣ－３５０１のみ》

ⅰ)焼付防止運転間隔(OFF、30～ 360分)

    自動運転時、巻取り窓が日差しで焼けて張付かないよう、開始時刻から終了時刻まで

    焼付防止運転間隔毎に全閉動作を行ないます。

    OFFにすると焼付防止運転はしません。

    本機能は、窓の材質や構造を考慮し、施工業者とご相談の上ご利用ください。

⑧ 強制閉解除温度の設定(5～50℃)　《ＭＣ－３５０１のみ》

風または雨で風開度または雨開度まで閉じているとき室温が強制閉解除温度以上になると風開
度または雨開度を解除して室温で制御されます。このとき高温ランプが点滅します。

ﾒﾓﾘ6:ｶﾝｷﾏﾄﾞ A(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ8:ｶﾝｷﾏﾄﾞ B(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ7:ｶﾝｷﾏﾄﾞ A(2)
ｶｾﾞｳﾝﾃﾝ:ｷｮｳﾌｳ･ｼﾞｬｸﾌｳ
ﾔｷﾂｷﾎﾞｳｼ ｶﾝｶｸ:off
ｷｮｳｾｲ ﾍｲｶｲｼﾞｮ:40.0℃

ﾒﾓﾘ9:ｶﾝｷﾏﾄﾞ B(2)
ｶｾﾞｳﾝﾃﾝ:ｷｮｳﾌｳ･ｼﾞｬｸﾌｳ
ﾔｷﾂｷﾎﾞｳｼ ｶﾝｶｸ:off
ｷｮｳｾｲﾍｲ ｶｲｼﾞｮ:40.0℃

６）保守スイッチの使いかた

設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （6）保守スイッチの設定方法」をご覧ください。

ﾎｼｭ2:T2ｾﾝｻｰ　ｾﾂｿﾞｸ
T2: ｾﾝｻ ：ーﾅ ｼ

ﾎｼｭ4:ｶﾝｷﾏﾄﾞ B　
_T1
ｾﾞﾝｶｲ  ｼﾞｶﾝ:  180Sec
ｶｻﾅﾘ   ｼﾞｶﾝ:    0Sec

ﾎｼｭ3:ｶﾝｷﾏﾄﾞ  A　
_T1
ｾﾞﾝｶｲ  ｼﾞｶﾝ:  180Sec
ｶｻﾅﾘ   ｼﾞｶﾝ:    0Sec
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④ 重なり時間

谷換気･サイド換気等で、閉動作時に全閉になってから重なっている部分を閉めきるのにかか
る時間です。

試運転時に設定します。

この設定を変更すると、正しく動作出来なくなりますのでご注意ください。

⑤ 巻取り窓動作間隔（OFF、1～10分）　《ＭＣ－３５０１のみ》

室温が変化しても動作しない不感時間帯の設定です。

設定された時間が経過する毎に１回、温度制御運転をおこないます。

OFFにすると通常運転します。

この機能は施工業者とご相談の上ご利用ください。

⑥ 反転時間，変温移行制御 の設定について　《ＭＣ－３５０１のみ》

ⅰ)反転時間（1～30秒）

動力モータへの開閉信号が反転する時に設ける間隔です。

通常は１秒で使用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
モータの仕様によっては、施工業者の指示により変更する場合があります。

ⅱ)変温移行温度設定（1～3℃）

ⅲ)変温移行間隔設定（OFF、5～30分）

段が切り換わる際、　　　　　　　　　　　
｢現在開温度｣から｢次段開温度｣へ、　　　　
変温移行間隔毎に変温移行温度ずつ徐々に
窓の開温度を切り換えます。　　　　　　
変温移行温度間隔値をOFFにすると、　　　
ただちに開温度が切り換わります。

⑦ 雨センサーの調整（別売品の雨センサーを接続したときのみ）

ⅰ)ヒータレベル（10～30%）

雨が止んだ後、雨センサーが乾くまでのタイミングをヒータ温度の

切り替えで変えることができます。

タイミングを早くする場合は高く、遅くする場合は低く設定します。

ⅱ)雨電圧（0.3～2.0V）

雨を感知するタイミングを変えることができます。

タイミングを早くする場合は低く、遅くする場合高く設定します。

ⅲ)雨センサー機種選択（RTS-11、RTS-10）

雨センサーの機種を合わせます。

従来の変温制御

変温移行制御

開温度℃

    １段      ２段             ３段                   ４段

ﾎｼｭ5:ﾏｷﾄﾘ  ﾄﾞｳｻ ｶﾝｶｸ
ﾏﾄﾞA:off
ﾏﾄﾞB:off

７） 操作スイッチの使いかた

① 自動-停止-手動 スイッチを「手動」にすると 開-停止-閉 スイッチによ
り開･閉できます。

  「開」または「閉」のままにしておくと､動力部は自らのﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁにより全開
または全閉の位置にて停止しますが、「開」または「閉」のままにせず、全
開･全閉の位置になったら「停止」にします。

② 自動-停止-手動 スイッチを「自動」にすると、室温による自動運転ができ
ます。

③ メモリスイッチのＡＢ温度差を0℃に設定すると､Ｂ系統をＡ系統と連動して
運転することができ、Ｂ系統はＡ系統と同一動作になります｡

ﾎｼｭ11:ｱﾒｶﾝﾁｷ
ﾋｰﾀﾚﾍﾞﾙ :25%
ｱﾒ ﾃﾞﾝｱﾂ:0.7V
ｱﾒｾﾝｻ   :RTS-11

ﾎｼｭ6:ｶﾝｷﾏﾄﾞ ｷｮｳﾂｳ
ﾊﾝﾃﾝ  ｼﾞｶﾝ: 1sec
ﾍﾝｵﾝｲｺｳ  ｵﾝﾄﾞ:1℃
ﾍﾝｵﾝｲｺｳ  ｶﾝｶｸ:off

●お知らせ●　 豪雨時、雨が降っているのに窓が開いてしまう場合、値を低くします。
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(２) カーテン

１）特 長

① ２軸２層を制御できます。

② 各カーテンごとに以下の制御を切替えて使用できます。

ⅰ)保温モード  ⅱ)遮光モード  ⅲ)保温と遮光の自動切替モード ⅳ)シェードモード

③ 保温カーテン運転の特長

地域や気候に合わせ、さらに下記の４つの保温モードが選択出来ます。

ⅰ) 高湿度予防
一日のうちで、日中は全開をしてムレを防止します。
夜間は室温が高いときには開け、低いときには閉める保温運転モード。

ⅱ) 室温重視
一日のうちで、日中の室温が高いときは開け、低いときは閉めることで保温運転をします。
夜間は全閉するモード。

 ⅲ) 温度のみ
一日を通して、室温が高いときは開け低いときは閉めるモード。

ⅳ) タイマーのみ
保温時間帯（保温開始時刻から終了時刻まで）は全閉し、それ以外は全開するモード。

④ 保温カーテンの温度比例運転

温度比例運転とは、保温カーテンの開度を室温と保温温度設定の差に応じて調整するものです。

開きはじめの時は少しずつ開けることで、室温や湿度が急激に変化するのを防止することがで
きます。

途中の開度は表示器で確認できます。

⑤ 運転温度を切り替えることができます。

保温カーテンの場合２本目の温度センサーを接続することにより、平均温度、どちらか低い温
度、どちらか高い温度、ご指定のセンサーの温度で運転できます。　《ＭＣ－３５０１のみ》

⑥ 保温時のモヤ防止運転

モヤコンのバーナ運転が出来ないとき（室温がリミット温度以上）、カーテンを強制的に開け
ることができます。　《ＭＣ－３５０１のみ》

⑦ 遮光カーテン運転の特長

作物や季節に合わせ、下記の３つの遮光モードが選択出来ます。

但しⅱ、ⅲのモードはオプションの日射センサーが必要です。

ⅰ)タイマーのみ
 遮光時間帯（遮光開始時刻から終了時刻 まで）は全閉し、それ以外は全開するモード。

ⅱ)屋外照度とタイマー　《ＭＣ－３５０１のみ》
遮光時間帯（遮光開始時刻から終了時刻 まで）の間は屋外照度が遮光照度以上のとき全閉し、
それ以外の時間帯は全開するモード。

ⅲ)屋外照度とタイマーと温度　《ＭＣ－３５０１のみ》
遮光時間帯（遮光開始時刻から終了時刻 まで）の間に室温が高い間は全閉し、室温が低い時
は屋外照度が遮光照度以上になると全閉します。
それ以外の時間帯は全開するモード。

⑧ 照度による遮光運転　《ＭＣ－３５０１のみ》

照度の急激な変化でも安定した制御をします。安定化のための遮光感度は調節可能です。

⑨ 遮光時のムレ防止運転　《ＭＣ－３５０１のみ》

内張遮光カーテンの場合、全閉せずに天井に開きを付けてムレ防止ができます。
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⑩ 保温と遮光の自動切替モード

保温遮光対応のカーテンでは保温と遮光を自動切換えで利用出来ます。

一枚のカーテンで保温と遮光を自動運転することができます。

日中は外照度が遮光照度以上になると閉まり、夜間は室温が保温温度以下になると閉まります。

⑪ シェードカーテン運転の特長 　《ＭＣ－３５０１のみ》

１日２回、夕方と朝方の設定時間帯にカーテン１，２を全閉します。

地域や気候に合わせ、下記の３つのシェードモードが選択出来ます。

ⅰ)保温モード  ⅱ)遮光モード  ⅲ)保温と遮光の自動切替モード

２）各部の名称

３） 保温モードの使いかた

① 保温運転モードに切替える

操作パネルのモード切替ボタンを押し、 保温ランプのみを点灯させます。

② 保温モードを選択する

メモリまたはメモリ２ボタンを押して「ﾎｵﾝﾓｰﾄﾞ」にします。

以下の※ 保温モード選択のヒントを参考に設定してください。

　※保温モードの選択のヒント

ⅰ) 高湿度予防モード

日中は必ず全開にします。夜間は保温温度より室温が下がると

全閉します。

地域：冬期天候が安定して、日中の天気に晴が多い地域。

 作物：トマト､バラなど高湿度による障害が問題になるもの。

ⅱ) 室温重視モード

夜間は必ず全閉にします。日中は保温温度より室温が下がると全閉します。

 地域 ：冬期天候が不安定で、日中でも寒冷な地域。

 作物 ：高温度管理を必要とするもの。

ⅲ) 室温のみによる保温モード

日中、夜間とも保温温度で開閉します。

上記のⅰ)やⅱ)のモードでは対応しきれない温度変化の激しい季節で、

夜間の急激な外気温変化や日中の天候変化で外気温が急変する場合、

このモードにすると室温変化にすばやく対応して開閉します。

ただし、開閉が激しすぎてカーテンに支障がある場合は

ⅰ),ⅱ),ⅳ)モードへ切替えることをお薦めします。

ⅳ) タイマーのみによる保温モード

日中は全開、夜間は全閉と室温に関係なく定時刻に開閉する場合に使用します。

ﾒﾓﾘ10:ｶｰﾃﾝ1  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ    ﾖﾎﾞｳ

ﾒﾓﾘ12:ｶｰﾃﾝ2  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ   ﾖﾎﾞｳ

カーテン運転
選択表示保温温度ツマミ

操作スイッチ

又は
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③ 開始・停止時刻を設定する

時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ1 ﾎｵﾝ」にします。

保温開始時刻、停止時刻を15分単位で設定します。

さらに、時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ2 ﾎｵﾝ」にします。

保温開始時刻、停止時刻を15分単位で設定します。

ただし、保温モードが室温のみによる場合は使われません。

④ 保温温度を設定する

操作パネルの保温温度ツマミにより、希望温度に設定します。

０～35℃のあいだで1℃単位に合わせます。ただし、保温モードがタイ
マーのみによる場合は使いません。

⑤ 保温温度の確認　《ＭＣ－３５０１のみ》

表示切替ボタンを押し、「ｾｯﾃｲﾁ 3」にします。

この温度で運転します。

ｶｰﾃﾝ1 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ1 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

ｶｰﾃﾝ2 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ2 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

⑥各保温モードの詳しい説明
ⅰ）～ ⅳ）のモードによって、開くタイミングと閉まるタイミングが異なります。

ⅰ) 高湿度予防モード
日中（保温終了時刻から開始時刻のあいだ）は全開してムレを防止し、夜間（保温開始時刻から
終了時刻のあいだ）は室温が高いときに開け、低いときに閉めて保温運転をするモード。

ａ．夕刻、保温開始時刻を過ぎて、室温が保温温度以下になると閉まりはじめます。　　
このとき一回で全閉するのではなく、室温と保温温度の差に応じた開度まで閉まり、停止し
て次の室温低下を待って、最終的に室温が【保温温度－ 1℃】以下で全閉します。　　
この－ 1 ℃を【保温感度】と呼び、調整することができます（1 ～ 3 ℃）。　　　
ただし、保温開始時刻よりも先に室温が【保温温度－1℃】を下回った場合は、一回の動作
で全閉します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夕刻、段階的に閉める場合は、保温開始時刻を早めにします。

ｂ．朝方、室温が保温温度まで上昇すると開きはじめます。　　　　　　　　　　　　　　
このとき一回で全開するのではなく、室温と保温温度の差に応じた開度まで開け、停止して
次の室温上昇を待って、最終的に室温が【保温温度＋1℃（保温感度）】以上で全開します。
ただし、室温が高くなる前に保温終了時刻になると、一回の動作で全開します。　　　　　
朝方段階的に開ける場合は保温終了時刻を遅めにします。

ｃ．保温感度は、メモリスイッチで設定できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【８、（２）．メモリスイッチ一覧】を参照してください。

ｾｯﾃｲﾁ 3      0:03:26
ｶｰﾃﾝ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:17.5℃  2:17.5℃注意！ ツマミの目盛に合わせた設定は誤差が含まれるため

目安としてください。
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⑦ モヤ防止運転について　《ＭＣ－３５０１のみ》

カーテンが全閉停止中でモヤコンバーナ運転時間帯のとき、室温（暖房
制御用温度）がリミット温度以上になると、強制的に設定された開度ま
で開け、モヤ防止運転をおこないます。　　　　　　　　　　　　　
室温がリミット温度以下になると、再び閉まります。

ⅰ) モヤ開度を設定する

メモリ２ボタンを押し、「ｶｰﾃﾝ1 ﾓﾔ ｶｲﾄﾞ」にします。

ｶｰｿﾙ移動ボタンでﾓﾔｶｲﾄﾞまで移動します。

▲▼ボタンで設定します。（0～50％）

カーテン２も同様に設定します。

一度運転して適当な開度を確かめてから自動運転するようにしてください。

ⅱ) 運転させない場合

モヤ防止運転が不要なカーテン生地の場合などでは、モヤ開度を【０％】
に設定します。

ﾒﾓﾘ10:ｶｰﾃﾝ1  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ   ﾖﾎﾞｳ
ﾓﾔ   ｶｲﾄﾞ：  0%

ﾒﾓﾘ12:ｶｰﾃﾝ2  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ  ﾖﾎﾞｳ
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ⅱ) 室温重視モード
日中（保温終了時刻から保温開始時刻のあいだ）は、室温が高いときは開け、低いときは閉める
保温運転をし、夜間（保温開始時刻から保温終了時刻のあいだ）は、全閉するモード。

ａ．夕刻、室温が低下して保温温度に近づくと閉まりはじめます。　　　　　　　　　　　
このとき一回で全閉するのではなく、室温と保温温度の差に応じた開度まで閉まり、停止し
て次の室温低下を待って、最終的に室温が【保温温度－1℃（保温感度）】以下で全閉します。
ただし、室温が低下する前に保温開始時刻になると、一回の動作で全閉します。 　　　　　
夕刻、段階的に閉める場合は、保温開始時刻を遅めにします。

ｂ．朝方、室温が保温温度まで上昇したところで開きはじめます。　　　　　　　　　　　　
このとき一回で全開するのではなく、室温と保温温度の差に応じた開度まで開け、停止して
次の室温上昇を待って、室温が【保温温度＋1℃（保温感度）】以上で全開します。　　　　
ただし、室温が上昇した後に保温終了時刻になると、一回の動作で全開します。　　　　　
朝方、段階的に開ける場合、保温終了時刻を早めにします。

ⅲ) 室温のみによるモード

ａ．室温が低下して保温温度に近づくと閉まりはじめます。　　　　　　　　　　　　　　　
このとき一回で全閉するのではな く、室温と保温温度の差に応じた開度まで閉まり、停止し
て次の室温低下を待って、最終的に室温が【保温温度－1℃（保温感度）】以下で全閉します。

ｂ．室温が上昇して保温温度に達すると開動作を開始します。　　　　　　　　　　　　　　
一回で全開するのではなく、室温と保温温度の差に応じた開度まで開け、停止して次の室温
上昇を待って、室温が【保温温度＋1℃（保温感度）】以上で全開します。

ｃ．室温変化が激しくカーテンが開･閉を繰り返す場合には、保温感度を大きくするか、保温
モードを他のモードにすることをおすすめします。

ⅳ) タイマーによるモード

ａ．時刻が保温開始時刻になると閉まりはじめ、全閉します。

ｂ．時刻が保温終了時刻になると開きはじめ、全開します。

ｃ．カーテンの開･閉を段階的にする場合は、ⅰ),ⅱ),ⅲ)の保温モードにします。
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４） 遮光モードの使いかた

日中は遮光運転を行います。夜間は全開します。

① 遮光運転に切替える

操作パネルのモード切替ボタンを押し、 遮光ランプのみを点灯させます。

② 遮光モードを選択する　《ＭＣ－３５０１のみ》

ＭＣ－３００１はタイマーモードのみになります。

メモリ2ボタンを押して「ｼｬｺｳﾓｰﾄﾞ」にします。

③の各遮光モードより選択します。　　　　　　　　　　　　　
次ページに   ④遮光モードの選択のヒントがありますので参考ま
でにご参照ください。

③ 各遮光モードの運転
ⅰ) ～ⅳ)のモードによって、開くタイミングと閉まるタイミング
 が異なります。

ⅰ) タイマーモード

ａ.遮光開始時刻になると閉まりはじめ、全閉します。

ｂ.遮光停止時刻になると開きはじめ、全開します。

ⅱ) タイマー＋室温モード　《ＭＣ－３５０１のみ》

ａ.遮光時間帯(遮光開始時刻から停止時刻の間)は室温が保温温度以上になると全閉します。

ｂ.遮光時間帯以外は全開します。

ⅲ) タイマー＋照度モード　《ＭＣ－３５０１のみ》

ａ.遮光時間帯（遮光開始時刻から停止時刻の間）は外照度が遮光照度＋5kLxより高いとき　
 全閉します。

ｂ.遮光時間帯以外は全開します。

ｃ.外の照度が不規則に変化している間は、開閉動作しません。

    外の照度が遮光照度＋5kLx以上の状態が10分間（遮光感度）以上継続したとき閉まります。

ｄ.　同様に一度閉まって、外の照度が遮光照度－5kLx以下の状態が10分以上継続したとき開き
　ます。

ｅ.遮光感度は、メモリスイッチで1～10分に変更できます。

　  ただし、短く設定すると開･閉がひんぱんになりますので、注意してください。

ⅳ) タイマー＋照度＋室温モード　《ＭＣ－３５０１のみ》

ａ.遮光時間帯(遮光開始時刻から停止時刻の間)は、外の照度が遮光照度より高くなるか、　　
　または室温が保温温度以上になると全閉します。

ｂ.遮光時間帯以外は全開します。

ｃ.外の照度が不規則に変化している間は、開閉動作しません。

　　外の照度が遮光照度＋5kLx以上の状態が10分間（遮光感度）以上継続するか、　　　　　
 または室温が保温温度以上になると閉まりはじめます。

ｄ. 同様にいったん閉まって外の照度が遮光照度－5kLx 以下の状態が10 分以上継続し、　
  かつ室温が保温温度以下になると開きます。

ｅ.遮光感度はメモリスイッチで1～10分に変更できます。

    ただし、短く設定すると開・閉がひんぱんになりますので、注意してください。

ﾒﾓﾘ11:ｶｰﾃﾝ1  (ｼｬｺｳ)
ｼｬｺｳﾓｰﾄﾞ:ﾀｲﾏｰﾉﾐ
ﾑﾚ  ｶｲﾄﾞ:  0%

ﾒﾓﾘ13:ｶｰﾃﾝ2  (ｼｬｺｳ)
ｼｬｺｳﾓｰﾄﾞ:ﾀｲﾏｰﾉﾐ
ﾑﾚ  ｶｲﾄﾞ:  0%
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④ 遮光モードの選択のヒント

ⅰ)タイマーのみ

日中は全閉、夜間は全開と照度に関係なく定時刻に開閉する場合に使用します。

ⅱ)照度とタイマー

 作物 ：トマトなど光量を必要とする作物。

夜間は、必ず全開にします。日中は、遮光照度より外の照度が高くなると全閉します。

ⅲ)照度とタイマーと室温

 作物：観葉植物など光量を比較的必要とせず､高温を嫌う作物。

日中、遮光照度より照度が高いとき全閉します。保温温度より室温が高いうちは開きません。

⑤ 開始・停止時刻を設定する

時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ1 ｼｬｺｳ」にします。

遮光開始時刻、停止時刻を15分単位で設定します。

さらに、時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ2 ｼｬｺｳ」にします。

遮光開始時刻、停止時刻を15分単位で設定します。

⑥ 遮光照度を設定する　《ＭＣ－３５０１のみ》

メモリ1ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ1 ｷｮｳﾂｳ」にします。

ｶｰｿﾙ移動ボタンでｼｬｺｳ ｼｮｳﾄﾞまで移動します。

▲▼ボタンで希望の照度に設定します。（10～90kLx）

同様にカーテン2も行います。

ただし、タイマーのみによる遮光モード時は使いません。

⑦ 昇温抑制温度を設定する　《ＭＣ－３５０１のみ》

【照度とタイマーと室温】による遮光モード時、保温温度ツマミにより、
希望温度に設定します。

0～35℃の間で１℃単位で合わせます。

⑧　ムレ防止運転について　《ＭＣ－３５０１のみ》

ムレ防止開度を設定すると、全閉のときにその開度分だけ開けて、ムレ
て暑くなるのを防止することができます。

ⅰ)ムレ防止開度を設定する

メモリスイッチのムレ防止開度を設定します。開度が小さいとムレ防止
のききが弱く、大きいと強くでます。一度運転して、適当な開度を決め
てから自動運転にするようにしてください。

ﾒﾓﾘ2:ｶｰﾃﾝ1 ｷｮｳﾂｳ
ﾎｵﾝ ｶﾝﾄﾞ  :1℃/100%
ｼｬｺｳ ｼｮｳﾄﾞ:10.0kLx
ｼｬｺｳ ｶﾝﾄﾞ :10min

ﾒﾓﾘ3:ｶｰﾃﾝ2 ｷｮｳﾂｳ
ﾎｵﾝ ｶﾝﾄﾞ  :1℃/100%
ｼｬｺｳ ｼｮｳﾄﾞ:10.0kLx
ｼｬｺｳ ｶﾝﾄﾞ :10min

ｶｰﾃﾝ1 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ1 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

ｶｰﾃﾝ2 ﾎｵﾝ    1:18:10
ｶｲｼ 18:00->ﾃｲｼ 07:00
ｶｰﾃﾝ2 ｼｬｺｳ
ｶｲｼ 10:00->ﾃｲｼ 14:00

ﾒﾓﾘ11:ｶｰﾃﾝ1  (ｼｬｺｳ)
ｼｬｺｳﾓｰﾄﾞ:ﾀｲﾏｰﾉﾐ
ﾑﾚ  ｶｲﾄﾞ:  0%

ﾒﾓﾘ13:ｶｰﾃﾝ2  (ｼｬｺｳ)
ｼｬｺｳﾓｰﾄﾞ:ﾀｲﾏｰﾉﾐ
ﾑﾚ  ｶｲﾄﾞ:  0%
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５） 保温・遮光自動切替の使いかた

夜間は保温運転を行います。日中は遮光運転を行います。

① 保温・遮光自動切替に切替える

操作パネルのモード切替ボタンを押し、 保温 ランプと遮光 ランプの両方
を点灯させます。

② 保温・遮光モードを選択する

ⅰ)この運転は基本的に夜間：保温モード、日中：遮光モード採用し保温・遮光として運転が
行なわれます。保温・遮光それぞれの運転モードは、それぞれの用途で設定します。

ⅱ)保温モード・遮光モードの各設定は【３）保温モードの使いかた②保温モードを選択する】
と【４）遮光モードの使いかた②遮光モードを選択する】を参照してください。

③ 開始・停止時刻を設定する

ⅰ)保温・遮光の開始・停止時刻の設定によっては、カーテンが1日中閉まりっぱなしになる
場合がありますので、タイマーが関係するモードの場合には以下の点に注意して設定してくだ
さい。

ａ．遮光停止時刻よりも保温開始時刻が先にならないようにする。

ｂ．保温停止時刻よりも遮光開始時刻が先にならないようにする。

ⅱ)各時刻の設定は【３）保温モードの使いかた④開始・停止時刻を設定する】、【４）遮光モー
ドの使いかた⑤開始・停止時刻を設定する】の説明に従ってください。

④ 保温温度を設定する

ⅰ)【３）保温モードの使いかた⑤保温温度を設定する】の説明に従ってください。

ⅱ)保温運転での開閉動作は【３）保温モードの使いかた⑥各保温モードの運転】の夜間の運
転と同じになります。

⑤ 遮光照度を設定する　《ＭＣ－３５０１のみ》

ⅰ)【４）遮光モードの使いかた⑥遮光照度を設定する】の説明に従ってください。

ⅱ)遮光運転での開・閉動作は【４）遮光モードの使いかた③各遮光モードの運転】の日中の
運転と同じになります。

⑥ ムレ防止運転について　《ＭＣ－３５０１のみ》

遮光カーテンでのムレ防止運転と同一になります。
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６）シェードモードの使いかた 　《ＭＣ－３５０１のみ》　

① シェードカーテン選択を切替える

保守ボタンを2秒を押し保守モードにします。

さらに保守ボタンを

押して「ｼｪｰﾄﾞｶｰﾃﾝｾﾝﾀｸ」にします。

各カーテンの選択をアリするとシェード運転を行います。

そのときカーテンモードランプが点滅します。

② モードを切替える

カーテン切替ボタンを押し、モードを選択します。

ⅰ）保温モード：保温ランプが点滅します。

ⅱ）遮光モード：遮光ランプが点滅します。

ⅲ）保温遮光モード：保温ランプと遮光ランプか点滅します。

③ 開始時刻・停止時刻を設定する

開始時刻から停止時刻まで全閉になります。

時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ1 ｼｪｰﾄﾞ」にします。

カーソル移動ボタンを押して変更したい時刻に移動します。

▲▼ボタンを押して希望の時刻します。

さらに、時刻設定ボタンを押して「ｶｰﾃﾝ2 ｼｪｰﾄﾞ」にし同様に設定

します。

ﾎｼｭ9：ｼｪｰﾄﾞｶｰﾃﾝ　ｾﾝﾀｸ
ｶｰﾃﾝ1：ﾅ ｼ
ｶｰﾃﾝ2：ﾅｼ

ｶｰﾃﾝ1 ｼｪｰﾄﾞ1 1:29:16
ｶｲｼ 16:00->ﾃｲｼ 20:00
ｶｰﾃﾝ1 ｼｪｰﾄﾞ2
ｶｲｼ 03:00->ﾃｲｼ 08:00

ｶｰﾃﾝ2 ｼｪｰﾄﾞ1 1:29:16
ｶｲｼ 16:00->ﾃｲｼ 20:00
ｶｰﾃﾝ2 ｼｪｰﾄﾞ2
ｶｲｼ 03:00->ﾃｲｼ 08:00

④　モヤ防止運転について

保温モードでのモヤ防止運転と同様に、強制的に設定された開度まで開けます。

ただし、シェード時間中は運転しません。
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７） 保守スイッチの使いかた

設定のしかたは、「４､基本操作の解説（６）保守スイッチの設定方法」をご覧ください。

① 保温センサー選択

２本目の温度センサーを接続した場合、制御に使用する温度を各系統

ごとに選択することができます。

1)T1：室温1の温度

2)T2：室温2の温度

3)ヘイキン：T1と T2の平均温度

4)サイテイ：T1とT2のどちらか低い方の温度

5)サイコウ：T1とT2のどちらか高い方の温度

② 全開時間

開きはじめる部分から開リミット位置まで開くのにかかる時間です。

試運転時に設定します。この設定を変更すると、正しく動作出来なくなり
ますのでご注意ください。

③ 重なり時間

閉リミット位置から開きはじめる部分までの重なっている部分を開くのにかかる時間です。

試運転時に設定します。

この設定を変更すると、正しく動作出来なくなりますのでご注意ください。

８）操作スイッチの使いかた

操作パネルの各カーテンのスイッチを使用します。

① 自動 - 停止 - 手動 スイッチを「手動」にすると、開 - 停止 - 閉 スイッチで開・閉できます。
 開-停止-閉 スイッチは、動作が終了したら「開」または「閉」のままにせず、必ず「停止」に
 します。

② 自動-停止-手動 スイッチを「自動」にすると、自動運転できます。

③ 操作パネルの表示器に各カーテンの現在開度が表示されます。

注意！ 全開または全閉した後、所定の時間出力すると信号をOFFします。
カーテン動力部の途中に操作スイッチを設けている場合、この途中の
スイッチで手動で開または閉の操作をしてから自動に戻すと、途中でカーテ
ンが止まり、全開全閉しなくなる場合があります。
このような場合は、操作スイッチを手動、または閉にしてから自動に
すると再び出力します。
途中の操作スイッチは使用しないようにしてください。

ﾎｼｭ8:ｶｰﾃﾝ2
_T1　
ｾﾞﾝｶｲ  ｼﾞｶﾝ:  480Sec
ｶｻﾅﾘ   ｼﾞｶﾝ:    0Sec

ﾎｼｭ7:ｶｰﾃﾝ1　
_T1
ｾﾞﾝｶｲ  ｼﾞｶﾝ:  480Sec
ｶｻﾅﾘ   ｼﾞｶﾝ:    0Sec
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(３) 日射４段サーモ(暖房)

１）特 長

① ４段変温を採用し、きめ細かな温度管理ができます。

②室温変動防止機能により安定した室温管理が期待できます。　《ＭＣ－３５０１のみ》

③ 日射センサーを接続することにより天候に応じた転流時間帯の温度変更が可能です。
晴れの日は転流時間帯の温度を上げて増収効果が、曇りの日は温度を引き下げて節油の効果が期
待できます。　《ＭＣ－３５０１のみ》

④２本目の温度センサーを接続することにより、平均温度、どちらか低い温度、どちらか高い温度、ご
指定のセンサーの温度で運転できます。　《ＭＣ－３５０１のみ》

２）各部の名称

４）各ツマミの説明

① 暖房温度（0～35℃）

室温が暖房温度より低くなると暖房が運転します。また、暖房温度より高
くなると停止します。ツマミの設定は、１℃単位で設定します。

操作パネルの変温段数ランプが現在の段数を表します。

② 暖房温度の確認　《ＭＣ－３５０１のみ》

表示切替ボタンを押し、「ｾｯﾃｲﾁ1」にします。この温度で運転します。

３） 変温時間帯について

設定のしかたは、「４､基本操作の解説(４)開始･停止時刻の設定方法」をご覧ください。

① 開始時刻

１日を４段に分割し、各々の暖房温度[(4)①参照]で管理します。

各段は、設定開始時刻から次段開始時刻の間で動作します。

4ﾀﾞﾝｻｰﾓ　  1:18:10
ﾍﾝｵﾝ ｶｲｼ ｼﾞｺｸ
1ﾀﾞﾝ04:00->2ﾀﾞﾝ07:00
3ﾀﾞﾝ16:00->4ﾀﾞﾝ22:00

ｾｯﾃｲﾁ 1      0:03:11
4ﾀﾞﾝｻｰﾓ ｾｯﾃｲ ｵﾝﾄﾞ
1:13.0℃    2:15.0℃
3:15.0℃    4:15.0℃

変温段数ランプ

暖房運転ランプ

晴曇ランプ

暖房温度ツマミ

の に合 た設定は が ま るた
としてください。



29

５）各メモリスイッチの説明　《ＭＣ－３５０１のみ》　

設定のしかたは、「４、基本操作の解説（５）メモリスイッチの設定方法」をご覧ください。

① 晴上乗せ温度（0.0～3.0℃）

晴れ判定のとき各段数のツマミの設定温度に上乗せする温度を設定します。
転流促進時間帯に暖房温度を上げることが可能になります。

＜例＞転流時間帯 暖房温度設定 15℃

転流上昇温度設定 1℃

晴れ運転時の暖房温度＝15＋１＝16℃

② 曇り引下げ温度（0.0～3.0℃）

曇り判定のとき各段数のツマミの設定温度に引下げする温度を設定します。

転流促進時間帯に暖房温度を下げて節油することが期待できます。

③ 晴れ判定日射量（0.5～20.0MJ/m2）

日の出から日の入りまでにその日の日射量の積算値が晴れ判定日射量を超

えたら「晴れ」と判定し、晴雲ランプが点灯します。その日の晴れ上乗せ
温度運転ができます。運転中は現在段数が点滅します。

④ 曇り判定日射量（0.0～19.5MJ/m2）

日の出から日の入りまでにその日の日射量の積算値が曇り判定日射量に達し
なかったら「曇り」と判定し、晴曇ランプが点滅します。また、その日の曇り
引き下げ温度運転ができます。運転中は現在段数が点滅します。

⑤ 室温変動防止機能の設定

暖房運転で室温がオーバーシュートしたりアンダーシュートしたりするの

を軽減する機能を有効に設定します。

ﾎｼｭ10:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
_T1
ｻｰﾓDiff:1.5℃

ﾒﾓﾘ14:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
ﾊﾚ ｳﾜﾉｾ  ｵﾝﾄﾞ
1ﾀﾞﾝ0.0℃->2ﾀﾞﾝ0.0℃
3ﾀﾞﾝ1.0℃->4ﾀﾞﾝ0.0℃

ﾒﾓﾘ15:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
ｸﾓﾘ ﾋｷｻｹﾞ  ｵﾝﾄﾞ
1ﾀﾞﾝ0.0℃->2ﾀﾞﾝ0.0℃
3ﾀﾞﾝ1.0℃->4ﾀﾞﾝ0.0℃

ﾒﾓﾘ16:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
ﾊﾚ  ﾊﾝﾃｲ  ﾆｯｼｬﾘｮｳ
 8.5MJ/m2
(204cal/cm2)

ﾒﾓﾘ17:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
ｸﾓﾘ ﾊﾝﾃｲ ﾆｯｼｬﾘｮ
  2.5MJ/m2
(  60cal/cm2)

ﾒﾓﾘ19:4ﾀﾞﾝｻｰﾓ
ｼﾂｵﾝ  ﾍﾝﾄﾞｳ ﾎﾞｳｼ ｷﾉｳ
  ﾅ ｼ

説明　４段サーモの運転によりハウスカオンキが暖房開始しても、すぐには温風が出てきません。
外気温が非常に低い場合、この温風が出てくるまでのわずかの時間にも施設内温度は、低下してし
まいます。
これをアンダーシュートといいます。
また、ハウスカオンキが燃焼を停止しても、しばらく温風を出しますが、外気温が比較的暖かい場
合には、この間の運転でも室温がわずかに上昇します。
これをオーバーシュートといいます。
以上のアンダーシュート、オーバーシュートは、直接室温に影響します。
この室温変動を極力防止する機能が室温変動防止機能です。
ただし、実際の温度変動は内外気温やハウス設備、ダクト配置などの影響も受けるので、制御だけ
の改善では限界もあり、効果の出やすい場合と出にくい場合があります。
安定した効果が望めないこともありますが、僅かでも室温変動を防止するための機能としてご利用

ください。

ﾎｼｭ12:ﾆｯｼｬｾﾝｻｰ ｾﾂｿﾞｸ
ﾆｯｼｬ ｾﾝｻｰ:ﾅ ｼ

６） 保守スイッチの使いかた

設定のしかたは、「４､基本操作の解説(６)保守スイッチの設定方法」をご覧ください。

① 運転センサー選択(T1、T2、ﾍｲｷﾝ、ｻｲﾃｲ、ｻｲｺｳ)　《ＭＣ－３５０１のみ》　

２本目の温度センサーを接続した場合、運転に使用する温度を選択することがで
きます。

1)T1：室温1の温度　　2)T2：室温2の温度　3)ﾍｲｷﾝ：T1とT2の平均温度

4)ｻｲﾃｲ：T1とT2のどちらか低い方の温度

5)ｻｲｺｳ：T1とT2のどちらか高い方の温度

② 4段サーモDiff（ディファレンシャル）温度の設定　（1.5℃、0.8℃）

4段サーモによるバーナがONしてからOFFするまでの温度幅を変えること

ができます。

③ 日射センサーの接続設定(ﾅｼ、ｱﾘ)　《ＭＣ－３５０１のみ》　

別売の日射センサーを接続した場合に設定します。
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４）各メモリスイッチの説明

設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （５）メモリスイッチの設定方法」をご覧ください。

① 連動設定　《ＭＣ－３５０１のみ》　

各設定をアリにすると以下の連動運転ができます。

ⅰ)自動運転時､雨感知器の信号が入ると連動運転します。
   雨センサー、雨感知器はオプションです。

ⅱ)自動運転時、モヤコンバーナ時間帯に入ると連動運転します。

　 モヤコンバーナ選択をしている時間帯のみ連動運転します。

ⅲ)自動運転時、暖房運転に入ると連動運転します。

(４) 循環扇

１）特 長

① １日２回、タイマーによる連続運転ができます。

② 暖房運転時に連動運転ができます。《ＭＣ－３５０１のみ》　

③ 別売の雨感知器により降雨時に連動運転ができます。《ＭＣ－３５０１のみ》　

④ モヤコンのバーナ時間帯に連動運転ができます。《ＭＣ－３５０１のみ》　

３） 時間帯設定について

設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （４）開始･停止時刻の設定方法」をご覧ください。

① 運転時間帯

タイマ１およびタイマ２の開始時刻と停止時刻を15分単位で設定

します。

開始時刻から停止時刻まで連続運転します。

② 時間帯選択

循環扇選択ボタンを押して、希望の時間帯を点灯させます。

点灯させたタイマの時間帯になると循環扇が運転します。

２） 各部の名称

ｼﾞｭﾝｶﾝｾﾝ　  13:18:10
ｳﾝﾃﾝ ｼﾞｶﾝ
ﾀｲﾏ1 09:00-->15:00
ﾀｲﾏ2 20:00-->04:00

ﾒﾓﾘ18:ｼﾞｭﾝｶﾝｾﾝ
   ｱﾒ  ﾚﾝﾄﾞｳ:ﾅｼ
  ﾓﾔｺﾝ ﾚﾝﾄﾞｳ:ﾅｼ
ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ﾚﾝﾄﾞｳ:ﾅｼ

循環扇運転ランプ

循環扇選択ボタン

循環扇時間帯ランプ
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① 時間帯選択

循環扇で設定している時間帯のみ運転できます。

ファンコン選択ボタンを押して時間帯を選択します。

ファンコン時間帯ランプ１を点灯させると循環扇タイマ１の時間帯に
運転します。

ファンコン時間帯ランプ２を点灯させると循環扇タイマ２の時間帯に運
転します。

② 温度差設定（1.0～6.0℃）

室温1と室温2の温度差が温度差設定＋1℃以上になるとファンコン運
転を行います。温度差設定以下になると停止します。運転中はファンコ
ン運転ランプが点灯します。

③ 暖房機ファン出力設定（ｱﾘ、ﾅｼ）

ファンコン運転のとき暖房機のファンを連動することかできます。

連動を止める場合「ナシ」にします。

(５) ファンコン 　《ＭＣ－３５０１のみ》　

１）特 長

① ２本目の温度センサー（別売品）を接続すると、温度差が生じたとき、循環扇および暖房機のファ
ンを運転して温度ムラを解消することができます。

② 循環扇の時間帯のみ行います。

２） 各部の名称

３）各設定の説明

メモリ設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （５）メモリスイッチの設定方法」をご覧くだ
さい。

ﾒﾓﾘ5:ﾌｧﾝｺﾝ
ﾌｧﾝｺﾝ ｵﾝﾄﾞｻ:3.0℃
ﾊｳｽｶｵﾝｷ ﾌｧﾝｼｭﾂﾘｮｸ:ｱﾘ

ファンコン運転ランプ

ファンコン選択ボタン

ファンコン時間帯ランプ
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(６) モヤコン　《ＭＣ－３５０１のみ》　

１）特 長

① １日に２回の時間帯にハウスカオンキのバーナを間欠的に運転して相対湿度を下げることができます。

② バーナ運転、ファン運転とも１日に２回の時間帯が設定できます。

③ バーナ上昇温度を可変することでバーナの運転時間が変更できます。

④ リミット温度を設定することでバーナ運転時の室温上昇を制限できます。

⑤ 室温がリミット温度以上になると窓およびカーテンをモヤ開度分開けて換気を行うことができます。

⑥ １日に２回の時間帯にハウスカオンキのファンや循環扇を間欠的に運転してハウス内の空気を撹拌
すること ができます。

２） 各部の名称

バーナサイクル時間ツマミ　　ファンサイクル時間ツマミ

バーナリミット温度ツマミ　　ファンＯＮ時間ツマミ

モヤコン運転ランプ

バーナ選択ボタン

バーナ時間帯ランプ

ファン選択ボタン

ファン時間帯ランプ

高温ランプ
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３） 各設定の説明

時刻設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （４）開始･終了時刻の設定方法」をご覧ください。

メモリ設定のしかたは、「４､基本操作の解説 （５）メモリスイッチの設定方法」をご覧くだ
さい。

① バーナ運転時刻設定

１日に２つ時間帯を設定します。

② バーナ上昇温度の設定（0.8～3.0℃）

バーナが運転してから停止するまでの上昇温度を設定します。

モヤコンの運転温度は暖房の運転温度になります。

③ バーナＯＮ時間の設定（5～15分）

バーナが1回に運転する最大時間を設定します。

④ リミット温度ツマミ設定

モヤコンバーナ運転の上限温度を設定します。

室温がリミット温度以上になるとバーナは運転しません。　　　　　　　　

このとき高温ランプが点滅します。（選択されたバーナ時間帯のみ）また、一
時的に窓やカーテンをモヤ開度だけ開けて換気除湿することができます。

⑤ バーナサイクル時間ツマミ設定

設定したサイクル時間の周

期でバーナ上昇温度分また

はＯＮ時間分までバーナを

運転します。いったんＯＮ

すると温度上昇するかＯＮ

時間になるかどちらか早い

ほうでＯＦＦします。

ﾓﾔｺﾝ1　      1:18:10
ﾊﾞｰﾅ　ｳﾝﾃﾝｼﾞｶﾝ
ﾊﾞｰﾅ1 17:00-->19:00
ﾊﾞｰﾅ2 05:00-->07:00

ﾒﾓﾘ4:ﾓﾔｺﾝ
ｼﾞｮｳｼｮｳｵﾝﾄﾞ:1.0℃ 　
     ONｼﾞｶﾝ:15min

バーナ時間帯ランプ

1.0℃

1.0℃

0.6℃

ﾊﾞｰﾅｻｲｸﾙ時間
50分(設定値)

ﾊﾞｰﾅｻｲｸﾙ時間
50分(設定値)

17:0017:04 17:50 18:00 18:40 18:55
時刻

室温の変動

バーナ運転

運転

停止

室温1.0℃上昇し
たので OFFする

4分 10分 15分

ＯＮ時間（15分）
経ったので OFFする

ﾊﾞｰﾅ運転時間帯1　17:00～19:00(設定値)

バーナ上昇温度
1.0℃(設定値)

設定例

ⅰ)ﾊﾞｰﾅ運転時間帯1

　 17：00～ 19：00

ⅱ)ﾘﾐｯﾄ温度18℃

ⅲ)ｻｲｸﾙ時間50分

ⅳ)ﾊﾞｰﾅ上昇温度1.0℃

ⅴ)ON時間15分

⑥ モヤコンバーナ選択ボタンの設定

モヤコンバーナ選択ボタンを押して運転する時間帯ランプを点灯させます。

現在時刻が選択された時間帯に入るとモヤコン運転ランプが点灯し、暖房

１、２が出力して暖房が運転します。
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⑦ モヤ防止運転

窓やカーテンが全閉停止中でモヤコンバーナ運

転時間帯のとき、室温（暖房制御用温度）がリ

ミット温度以上になると、強制的に設定された

開度まで開け、モヤ防止運転をおこないます。

室温がリミット温度以下になると、再び閉まり

ます。

⑧ ファン運転時刻設定

１日に２つ時間帯を設定します。

⑨ ファンＯＮ時間ツマミ設定

サイクル時間中のファン運転する時間を設定します。

⑩ ファンサイクル時間ツマミ設定

設定したサイクル時間の周期でＯＮ時間分ファンを運転します。

サイクル時間がＯＮ時間より短いとファン運転時間帯中、ファンは連続運

転します。

⑪ モヤコンファン選択ボタンの設定と運転動作

モヤコンファン選択ボタンを押して運転する時間帯ランプを点灯させて選

択します。

現在時刻が選択された時間帯に入るとモヤコン運転ランプが点灯し、ファ

ン１、２が出力してファンが運転します。

ﾌｧﾝｻｲｸﾙ時間
30分(設定値)

運転

停止ファン運転

16:00 16:30 17:00

ON時間
15分(設定値)

20:00

ファン運転時間帯1　16:00～20:00(設定値)

19:30

ファン時間帯ランプ

ﾓﾔｺﾝ2　     1:18:10
ﾌｧﾝ ｳﾝﾃﾝ ｼﾞｶﾝ
ﾌｧﾝ1 16:00-->20:00
ﾌｧﾝ2 04:00-->08:00

ﾒﾓﾘ6:ｶﾝｷﾏﾄﾞ A(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ8:ｶﾝｷﾏﾄﾞ B(1)
ｱﾒ  ｶｲﾄﾞ: off
ｶｾﾞ ｶｲﾄﾞ: off
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ12:ｶｰﾃﾝ2  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ  ﾖﾎﾞｳ
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

ﾒﾓﾘ10:ｶｰﾃﾝ1  (ﾎｵﾝ)
ﾎｵﾝ ﾓｰﾄﾞ:ｺｳｼﾂ   ﾖﾎﾞｳ
ﾓﾔ  ｶｲﾄﾞ: 0%

設定例

ⅰ)ﾌｧﾝ運転時間帯1

　 16：00～ 20：00

ⅱ)ON時間15分

ⅲ)ｻｲｸﾙ時間30分
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(７) 記録値

１）特 長

① １日の最高温度と最低温度を表示します。

② 過去７日まで10分ごとの温度を表示します。ＭＣ－３５０１では加えて窓開度、カーテン開度、
照度、日射量、雨や風の状況を見ることができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（日射センサー、雨センサー、風速感知器はオプション）

２）各表示の説明

① 最高・最低温度表示

記録値ボタンを押すと、過去１日以内の室温1の最高と最低温度を表示
します。横に記録した時刻を表示します。

最高温度は12:00にリセットします。

最低温度は0:00にリセットします。

ＭＣ－３５０１では2本目の温度センサーを接続することで室温2を表
示することができます。

② 過去７日間の記録表示１（温度、照度、日射量）

記録値ボタンを２回押すとｷﾛｸ1表示になります。

カーソル移動ボタンを押し表示したい日、時、分に合わせます。

▲▼ボタンを押すと表示された日時の温度を表示します。

最小10分ごとの表示ができます。

ＭＣ－３５０１では2本目の温度センサーや日射センサーを接続するこ
とで室温2や照度、日射量を同時表示することができます。

③ 過去７日間の記録表示２（窓A･B開度、カーテン1･2開度、雨・風）

記録値ボタンを３回押すとｷﾛｸ2表示になります。《ＭＣ－３５０１のみ》

カーソル移動ボタンを押し表示したい日、時、分に合わせます。

▲▼ボタンを押すと表示された日時の窓とカーテンの開度を表示します。

また、雨センサーや風速感知器を接続することで雨、風の状態を表示す
ることができます。ただし、雨風同時に起こった場合、強風＞弱風＞雨
の順番に1つのみ表示します。

T1Max  20.0℃  14:00
T1Min   7.4℃  05:00

T1Max  20.0℃  14:00
T1Min   7.4℃  05:00
T2Max  20.8℃  14:19
T2Min   6.8℃  05:00

ｷﾛｸ1: 06/10/05 01:20
T1:20.0℃  T2:15.9℃
ｼｮｳﾄﾞ :  0.0kLx
ｿｳﾆｯｼｬ: 0.000MJ/m2

ｷﾛｸ1: 06/10/05 01:20
T1:20.0℃

ｷﾛｸ2:  06/10/05 02:20
ｱﾒ･ｶｾﾞ:ｱﾒ
ﾏﾄﾞ A:  0%B:  0%
ｶｰﾃﾝ1:  0%2:  0%

●お知らせ●

●記録値は現在時刻から７日間までのデータのみ記録し表示します。
●停電した際は記録できません。
　その時間のデータは表示しません。
●時計を変更した場合、変更した時刻から過去７日間以外のデータは失われます。
●初めて通電する場合や長期間通電していなかった場合（現在時刻から７日間以内）記録値にデータ
　がない時は以下のような表示画面になります。

ｷﾛ ｸ1: -- /-- /-- -- :--

ﾃﾞ ｰﾀ ﾊ ｱ ﾘﾏｾ ﾝ
ﾃﾞｰ ﾀ ｦ ｻｶ ﾞｼﾃ ｲﾏｽ

ｷﾛｸ 1: [0069 /10 08]

ﾃﾞｰ ﾀ ﾊ ｱﾘ ﾏｾﾝ
ﾃ ﾞｰﾀ ｦ ｻｶ ﾞｼﾃ ｲﾏｽ

現在データ番地

総データ数
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(４) 室温センサーの補正 (-2.0～+2.0℃)

他の温度計と合わせるときなど、温度表示を補正することができます。

補正する前に、センサーに直射日光が当たっていないか、固定位置から外
れていないか、温室の室温を代表する位置にあるか等をご確認ください。

７、困った時のチェックポイント

(２) 雷が発生した場合

雷が発生したら、本器の元電源を切り、同時に本器の電源を切ってください。

(１) 停電した場合

内蔵の時計は停電補償されていますが、３時間以上の停電では時計が機
能しなくなります。

時計表示が右のように｢ﾄｹｲ ｴﾗｰ!｣なった場合、停電補償が切れてバック
アップエラーになっています。

「４．（１）時計のセットのしかた」を参照して正しく時計を合わせてく
ださい。また、再停電時に停電補償するためには少なくとも10分間以
上の通電が必要です。

注意！ バックアップエラー時は時計は0：00として各機器が動作をします。
通常は使用している窓とカーテンは自動にしておいてください。
手動または停止になっていると、この動作ができません。
また、停止のままでバックアップエラーを起こしてしまった場合には、窓･カーテンとも手動で
全閉にしてから自動にしてください。

ﾒﾓﾘ20:ﾄｹｲ  ｾｯﾃｲ
ﾄｹｲ ｴﾗｰ!
2006/10/ 5    0:00

(３) エラーランプが点灯、点滅しているとき

エラーランプが点灯又は点滅している場合、エラーが発生しています。

エラー・注意表を参照して、エラーを解除してください。

ＭＣ－３００１の場合　　　　　　　　　　ＭＣ－３５０１の場合

① センサーエラー

エラーランプが点灯し右記表示がされているとき
は、室温センサーが断線又は短絡しています。セ
ンサー線を確認し、エラーを解除してくだ
さい。

② カーテン1サーマルリレーの作動

カーテン1モータの単相運転や過負荷運転などで安全装置（サーマルリ
レー）が作動した場合エラーランプが点滅します。

サーマルリレーが作動するとカーテン1は運転できません。故障原因を
取り除いた後、カーテン1インターフェースのマグネットスイッチのリ
セットボタンを押して復帰します。

ｵﾝﾄﾞ  10/ 5  0:02:42
T1:ﾀﾞﾝｾﾝ　

ｲｼﾞｮｳ ﾊｯｾｲ   0:02:42

  ｶｰﾃﾝ OCR ｻﾄﾞｳ !!　

ｵﾝﾄﾞ  10/ 5  0:02:42
T1:ﾀﾝﾗｸ　

ﾎｼｭ1:ｵﾝﾄﾞ ﾎｾｲ
T1: 20.0℃+0.0

補正後の温度 補正値

ランプ 状態 内容

点灯 室温センサー断線又は短絡

点滅 カーテンサーマルトリップアウト
エラー

ランプ 状態 内容

点灯 室温センサー断線又は短絡

点滅 カーテンサーマルトリップアウト

室温がリミット温度以上

室温が強制閉解除温度以上

エラー

高温 点滅
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(５) 窓のトラブル

原　　因 処　　置

運転スイッチが自動になっていない 自動にする

開温度設定が高い 開温度設定を低くする

リミット開度設定が小さい リミット開度を大きくする

雨感知器がはたらいて雨開度まで閉まっている

風速感知器がはたらいて風開度まで閉まっている

室温センサーが低温度をキャッチしている
室温センサーをハウスの温度を代表する場所に設置

する

室温センサーのリード線が切れているか、または室温

センサー端子台に何もつながっていない

リード線が断線していないか確かめる　室温セン

サーのリード線を確実につなぐ

動力部のマグネットスイッチ、サーマルリレーが作動

している

サーマルリレーのリセットボタンを押す　詳しく

は、減速機取扱説明書を参照

動力部のオーバーラン用マイクロスイッチが作動して

いる

円板を固定しているネジをゆるめてオーバーリミッ

トを解除する　再度適度な位置で締め直す　詳しく

は、減速機取扱説明書を参照

開温度設定が低い 開温度設定を高くする

室温センサーが高温度をキャッチしている
室温センサーをハウスの温度を代表する場所に設置

する

室温センサーのリード線が短絡しているか、または室

温センサー端子台で短絡している
室温センサーのリード線を確実につなぐ

動力部のマグネットスイッチ、サーマルリレーが作動

している

サーマルリレーのリセットボタンを押す詳しくは、

減速機取扱説明書を参照

動力部のオーバーラン用マイクロスイッチが作動して

いる

円板を固定しているネジをゆるめてオーバーリミッ

トを解除する　再度適度な位置で締め直す　詳しく

は、減速機取扱説明書を参照

運転スイッチが手動になっていない 手動にする

動力部のマグネットスイッチ、サーマルリレーが作動

している
サーマルリレーのリセットボタンを押す

動力部のオーバーラン用マイクロスイッチが作動して

いる

円板を固定しているネジをゆるめてオーバーリミッ

トを解除する　再度適切な位置で締め直す

動力部のマグネットスイッチ、サーマルリレーが作動

している
サーマルリレーのリセットボタンを押す

動力部のオーバーラン用マイクロスイッチが作動して

いる

円板を固定しているネジをゆるめてオーバーリミッ

トを解除する　再度適切な位置で締め直す

感度設定が大きすぎる 感度設定を小さくします

感度設定が小さすぎる 感度設定を大きくします

時計が合っていない 時計を正しく合わせる

4段変温時間帯の設定が正しくない 正しく設定し直す

オーバーラン用マイクロスイッチが作動している 正常な動作です

メモリスイッチの設定で、雨運転がOFFになっている
メモリスイッチの設定で、雨開度を希望開度に合わ

せる

メモリスイッチの設定で、モヤ開度が0%になっている
メモリスイッチの設定で、各窓毎に希望開度に合わ

せる

８．モヤ運転で

　　開かない

開かない

閉まらない

３．冬期、ひんぱんに

　　窓の開閉を繰り返す

４．夏期になかなか

　　窓が開かない

５．変温がうまく

　　いかない

６．窓が完全に

　　閉まらない

７．雨感知器が作動

　　しても閉まらない

症　　状

２．手動で動かない

室温が低いのに

閉まらない

１．自動で動かない

室温が高いのに

開かない
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(６) カーテンのトラブル

症　　状 原　　因 処　　置

動力部制御盤内のマグネットスイッ
チサーマルリレーが作動している

サーマルリレーのリセットボタンを押す

カーテン駆動機のオーバーラン用マ
イクロスイッチが作動している

販売店にサービスコール願います

動力部制御盤のブレーカーが作動し
ている

ブレーカーを入れ直す

開閉の保温温度設定が違っている 正しく設定し直す

室温センサーが高温、または低温を
キャッチしている

室温センサーをハウスの温度を代表する
位置へ移動する

照度設定が違っている 正しく設定し直す

日射センサーが日陰になっている 日の当たる場所に設置する

４．シェードカーテンで
　　自動で開閉しない

開・閉時刻が正しくない 正しく設定し直す

５．モヤ運転で開かない
メモリスイッチの設定のモヤ開度が
０％になっている

メモリスイッチでモヤ開度を希望開度に
設定する

６．遮光カーテンで全閉して、天井
　　に開きができない

メモリスイッチの設定のムレ防止開
度が０％になっている

メモリスイッチでムレ防止開度を希望開
度に設定する

７．保温カーテンで夕方室温が下
　　がっているのに閉まらない

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(高湿予防)になっている

メモリスイッチの保温モードを(室温重視)
にする

８．保温カーテンで朝方開時刻が
　　くる前にすでに開いている

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(高湿予防)になっている

メモリスイッチの保温モードを(室温重視)
にする

９．保温カーテンで日中室温低下
　　にもかかわらず開いたまま

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(高湿予防)になっている

メモリスイッチの保温モードを(室温重視)
にする

１０．保温カーテンで夕方室温が
　　　高いうちに閉まってしまう

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(室温重視)になっている

メモリスイッチの保温モードを(高湿予防)
にする

１１．保温カーテンで朝方開時刻が
　　　すぎても開かない

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(室温重視)になっている

メモリスイッチの保温モードを(高湿予防)
にする

１２．保温カーテンで夜間室温が高
　　　くても開かない

メモリスイッチの設定が、保温モー
ドで(室温重視)になっている

メモリスイッチの保温モードを(高湿予防)
にする

１３．保温カーテンで開きはじめ
　　　て、すぐに全開にならない

保温カーテンの温度比例運転中であ
る

早く開けるためには、メモリスイッチの
保温感度を小さく(１～３℃)にする

３．遮光カーテンで
　　自動で開閉しない

２．保温カーテンで
　　自動で開閉しない

１．手動で動かない
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(９) モヤコンのトラブル

(８) 循環扇のトラブル

(７) 暖房のトラブル

症　　状 原　　因 処　　置

設定温度が低い 高くする

室温センサーが高温度をキャッチしている 室温センサーをハウス温度を代表する場所に移動する

室温センサーのリード線が短絡しているか、
端子台で短絡している、

室温センサーリード線を確実につなぐ

暖房機の運転スイッチが入っていない 運転スイッチを入れる

暖房機の電源が入っていない 電源を入れる

設定温度が高い 低くする

室温センサーが低温度をキャッチしている 室温センサーをハウス温度を代表する場所に移動する

室温センサーのリード線が断線しているか、
端子台に何もつながっていない

室温センサーリード線を確実につなぐ

暖房機のサーモスタットが作動している 暖房機のサーモスタット設定を下げる

時計が合っていない 時計を正しく合わせる

４段変温時間帯の設定が正しくない 正しく設定する

はれ判定日射量が高く設定されている メモリスイッチのはれ判定日射量を調節する

上乗せ運転時間帯が適当でない メモリスイッチの上乗せ運転時間帯を合わせ直す

日射センサーの配線が外れている

日射センサーの接続が＋、－逆になっている

５.照度表示が
　　０ｋＬｘのまま

正しく配線しなおす

４．上乗せ運転
　　 しない

１．室温が低いのに
　　運転しない

２．室温が高いのに
　　止まらない

３．変温がうまく
　　いかない

症状 原因 処置

１.バーナが運転しない
　高温ランプが点灯する

室温がリミット温度以上になっている リミット温度を室温以上にする

２.ファンが停まらない
ファンサイクル時間がファンＯＮ時間よりも短く
設定されてる

ファンＯＮ時間をファンサイクル時間
より短く設定する

症　　状 原　　因 処　　置

１．自動運転しない 時刻設定が正しくない 時刻設定を直す

２．雨感知時、
　　連動運転しない

メモリスイッチの雨連動がOFFになっている メモリスイッチの雨連動をONにする

３．モヤコン運転時、
　　連動運転しない

メモリスイッチのモヤコン連動がOFFになってい
る

メモリスイッチのモヤ連動をONにする

４．暖房運転時、
　　連動運転しない

メモリスイッチの暖房連動がOFFになっている メモリスイッチの暖房連動をONにする
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８、付録

(１) メモリスイッチ一覧

ＭＣ－３００１　メモリ

ＭＣ－３５０１　メモリ１

ＭＣ－３５０１　メモリ２

画面 名称 設定項目 内 容 （範 囲）

メモリ１ 換気窓共通 窓B開温度 窓A開温度（ツマミ値）±　　　　　℃　（-10.0～+10.0℃） 0 ℃

窓A感度 　　　　%/℃　（5～25％/℃） 15 ％/℃

窓B感度 　　　　%/℃　（5～25％/℃） 15 ％/℃

メモリ２ カーテン１共通 保温感度 　　　　℃　　 （1～3℃） 1 ℃

メモリ３ カーテン２共通 保温感度 　　　　℃　　 （1～3℃） 1 ℃

メモリ１０ カーテン１（保温） 保温モード □高湿予防、　□室温重視、　□室温のみ、　□タイマのみ

メモリ１２ カーテン２（保温） 保温モード □高湿予防、　□室温重視、　□室温のみ、　□タイマのみ

メモリ２０ 時計設定 現在時刻（トケイ） 2006/09/25～2099/12/31  0：00～23：59 0:00 時：分

初期値

高湿予防

高湿予防

画面 名称 設定項目 内容（範囲）

メモリ１ 換気窓共通 窓B開温度 窓A開温度（ツマミ値）±　　　　　℃　（-10.0～+10.0℃） 0 ℃

窓A感度 　　　　%/℃　（5～25％/℃） 15 ％/℃

窓B感度 　　　　%/℃　（5～25％/℃） 15 ％/℃

メモリ２ カーテン１共通 保温感度 　　　　℃　　 （1～3℃） 1 ℃

遮光照度 　　　　KLｘ　 （10.0～90.0KLｘ） 10.0 KLx ※1

遮光感度          分      (1～10分) 10 分 ※1

メモリ３ カーテン２共通 保温感度 　　　　℃　　 （1～3℃） 1 ℃

遮光照度 　　　　KLｘ　 （10.0～90.0KLｘ） 10.0 KLx ※1

遮光感度          分      (1～10分) 10 分 ※1

メモリ４ モヤコン モヤコンバーナ上昇温度 　　　　℃　　（0.8～3.0℃） 1 ℃

ON時間 　　　　分　　（5分～15分） 15 分

メモリ５ ファンコン 温度差 　　　　℃　　（1～6℃） 3 ℃

ハウスカオンキ　ファン出力 □アリ、　　　　　□ナシ

メモリ６ 換気窓　A（１） 雨開度 □OFF、　　　　％　（0～50％） 0 ％

風開度 □OFF、　　　　％　（0～50％） 0 ％

モヤ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ７ 換気窓　A（２） 風運転モード □強風・弱風、　□強風、　□弱風

焼付き防止運転時間 □OFF、　　　　分　　（360～30分）

強制閉解除温度 　　　　℃　　（5.0～50.0℃） 40 ℃

メモリ８ 換気窓　B（１） 雨開度 □OFF、　　　　％　（0～50％） 0 ％

風開度 □OFF、　　　　％　（0～50％） 0 ％

モヤ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ９ 換気窓　B（２） 風運転モード □強風・弱風、　□強風、　□弱風

焼付き防止間隔時間 □OFF、　　　　分　　（360～30分）

強制閉解除温度 　　　　℃　　（5.0～50.0℃） 40 ℃

※１：保守１２の日射センサー接続アリで表示します。

初期値

アリ

強風・弱風

OFF

強風・弱風

OFF

画面 名称 設定項目 内 容 （範 囲）

メモリ１０ カーテン１（保温） 保温モード □高湿予防、　□室温重視、　□室温のみ、　□タイマのみ

モヤ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ１１ カーテン１（遮光） 遮光モード □ﾀｲﾏｰのみ □ﾀｲﾏｰ室温 □ﾀｲﾏｰ照度　□ﾀｲﾏｰ照度室温 ※2

ムレ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ１２ カーテン２（保温） 保温モード □高湿予防、　□室温重視、　□室温のみ、　□タイマのみ

モヤ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ１３ カーテン２（遮光） 遮光モード □ﾀｲﾏｰのみ □ﾀｲﾏｰ室温 □ﾀｲﾏｰ照度　□ﾀｲﾏｰ照度室温 ※2

ムレ開度 　　　　％　（0～50％） 0 ％

メモリ１４ 4段サーモ １段　晴れ　上乗せ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

２段　晴れ　上乗せ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

３段　晴れ　上乗せ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

４段　晴れ　上乗せ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

メモリ１５ 4段サーモ １段　曇り　引き下げ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

２段　曇り　引き下げ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

３段　曇り　引き下げ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

４段　曇り　引き下げ温度 　　　　℃　　（0.0～3.0℃） 0.0 ℃

メモリ１６ 4段サーモ 晴れ　判定日射量 　　　MJ/㎡　（0.5～20.0MJ/㎡） 8.5 MJ/㎡

メモリ１７ 4段サーモ 曇り　判定日射量 　　　MJ/㎡　（0.0～19.5MJ/㎡） 2.5 MJ/㎡

メモリ１８ 循環扇 雨連動 □ナシ、　□アリ

モヤコン連動 □ナシ、　□アリ

暖房連動 □ナシ、　□アリ

メモリ１９ 4段サーモ 室温変動防止機能 □ナシ、　□アリ

メモリ２０ 時計設定 現在時刻（トケイ） 2006/09/25～2099/12/31  0：00～23：59

※２：タイマー照度、タイマー照度室温設定は保守１２の日射センサー接続アリで表示します。

ナシ

初期値

高湿予防

タイマーのみ

0:00

高湿予防

タイマーのみ

ナシ

ナシ

ナシ
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(２) 保守スイッチ一覧

ＭＣ－３００１　保守

ＭＣ－３５０１　保守

画面 名称 設定項目 内容（範囲）

保守１ 温度補正 T1 　　　　℃　　（-2.0～+2.0℃） 0.0 ℃

全開時間 　　　　秒　　（10～999秒） 180 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

全開時間 　　　　秒　　（10～999秒） 180 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

全開時間 　　　　秒　　（30～1500秒） 480 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

全開時間 　　　　秒　　（30～1500秒） 480 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

保守１０ 暖房 サーモDiff 　　　　℃　　（0.8、1.5℃） 1.5 ℃

ヒータレベル 　　　　％　　（10～30％） 25 ％

雨電圧 　　　　V　　 （0.3～2.0V） 0.7 V

雨センサー（型式） □RTS-11、　□RTS-10

保守３

保守４

保守１１

保守８

保守７

雨感知

カーテン２

カーテン１

換気窓　Ｂ

換気窓　Ａ

初期値

RTS-11

画面 名称 設定項目 内容（範囲）

保守１ 温度補正 T1 　　　　℃　　（-2.0～+2.0℃） 0.0 ℃

T2 　　　　℃　　（-2.0～+2.0℃） 0.0 ℃ ※3

保守２ 温度２センサー接続 ナシ・アリ □ナシ、　□アリ

保守３ 換気窓　A 制御センサ（選択） □T1、　□T２ 、　□平均温度、　□最低温度、　□最高温度 ※3

全開時間 　　　　秒　　（15～999秒） 180 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

保守４ 換気窓　B 制御センサ（選択） □T1、　□T２ 、　□平均温度、　□最低温度、　□最高温度 ※3

全開時間 　　　　秒　　（10～999秒） 180 秒

重なり時間 　　　　秒　　（0～999秒） 0 秒

保守５ 巻き取り動作間隔 窓A □OFF、　　　分　（1～10分）

窓B □OFF、　　　分　（1～10分）

保守６ 換気窓共通 反転時間 　　　　秒　　（1～30秒） 1 秒

変温移行温度（幅） 　　　　℃　　（1～3℃） 1 ℃

変温移行間隔（時間） □OFF、　　　　　分　　（5～30分）

保守７ カーテン１ 制御センサ（選択） □T1、　□T２ 、　□平均温度、　□最低温度、　□最高温度 ※3

全開時間 　　　　秒　　　（30～1500秒） 480 秒

重なり時間 　　　　秒　　　（0～999秒） 0 秒

保守８ カーテン２ 制御センサ（選択） □T1、　□T２ 、　□平均温度、　□最低温度、　□最高温度 ※3

全開時間 　　　　秒　　　（30～1500秒） 480 秒

重なり時間 　　　　秒　　　（0～999秒） 0 秒

保守９ シェードカーテン選択 カーテン１のシェード機能 □ナシ、　□アリ

カーテン２のシェード機能 □ナシ、　□アリ

保守１０ 暖房 制御センサ（選択） □T1、　□T２ 、　□平均温度、　□最低温度、　□最高温度 ※3

サーモDiff 　　　　℃　　（0.8、1.5℃） 1.5 ℃

保守１１ 雨感知 ヒータレベル 　　　　％　　（15～30％） 25 ％

雨電圧 　　　　V　　（0.3～2.0V） 0.7 V

雨センサー（型式） □RＴS-11、　□RＴS-10

保守１２ 日射センサー接続 ナシ・アリ □ナシ、　□アリ

※３：保守２の温度２センサーの接続をアリにすると表示します。

初期値

ナシ

T1

T1

OFF

OFF

OFF

T1

T1

ナシ

ナシ

T1

RＴS-11

ナシ
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(３) 時刻設定一覧

ＭＣ－３００１　時刻設定

ＭＣ－３５０１　時刻設定

画面 名称 設定項目 内 容 （範 囲）

換気窓 変温開始時刻 １段 　　:　　　　（0：00～23：45） 6:00

２段 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

３段 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

４段 　　:　　　　（0：00～23：45） 17:00

カーテン1 保温時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 18:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

遮光時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

カーテン1 シェード１時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 16:00 ※4

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 20:00

シェード２時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 8:00

カーテン2 保温時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 18:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

遮光時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

カーテン2 シェード1時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 16:00 ※5

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 20:00

シェード2時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 8:00

４段サーモ 変温開始時刻 １段 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

２段 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

３段 　　:　　　　（0：00～23：45） 16:00

４段 　　:　　　　（0：00～23：45） 22:00

モヤコン(１) バーナ運転時間 バーナ１時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 17:00

バーナ１時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 19:00

バーナ２時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 5:00

バーナ２時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

モヤコン(２) ファン運転時間 ファン１時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 16:00

ファン１時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 20:00

ファン２時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

ファン２時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 8:00

循環扇 運転時間 タイマ１時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 9:00

タイマ１時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 15:00

タイマ２時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 20:00

タイマ２時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

換気窓（巻取り） 焼付き防止時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 9:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 17:00

※４：保守９のシェードカーテン１をアリにすると表示します。　　※５：保守９のシェードカーテン２をアリにすると表示します。

初期値

画面 名称 設定項目 内 容 （範 囲）

換気窓 変温開始時刻 1段 　　:　　　　（0：00～23：45） 6:00

２段 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

３段 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

４段 　　:　　　　（0：00～23：45） 17:00

カーテン1 保温時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 18:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

遮光時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

カーテン2 保温時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 18:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

遮光時間 開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 10:00

停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 14:00

４段サーモ 変温開始時刻 1段 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

２段 　　:　　　　（0：00～23：45） 7:00

３段 　　:　　　　（0：00～23：45） 16:00

４段 　　:　　　　（0：00～23：45） 22:00

循環扇 運転時間 タイマ１時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 9:00

タイマ１時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 15:00

タイマ２時間帯　開始時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 20:00

タイマ２時間帯　停止時刻 　　:　　　　（0：00～23：45） 4:00

初期値
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(４) 仕様表

品名 温室環境制御盤

ＭＣ－３００１型式

制御方式

電源・消費電力

保護装置

外形寸法・質量・塗装色

付属品

外部入力

ＭＣ－３５０１

温度による制御方式

ＡＣ２００Ｖ３相、５０／６０Ｈｚ・５．２Ｗ

ヒューズ（2A250V）、バリスタ

幅３０８高さ４４１奥行１３６、７ｋｇ、ＤグリーンＳ

室温センサー1本（保護管付）、取付金具1セット

取扱説明書1冊、工事説明書1冊、予備ヒューズ1本（2A250V）

雨センサー1本（RTS-11A）

風（無電圧）

温度センサー1本（TS-102P）

温度、日射による制御方式

温度センサー2本（TS-102P）

雨、弱風、強風（無電圧）

日射センサー（HRS-10A）

窓

カ
｜
テ
ン

系統

変温段数

開温度・リミット温度・感度

運転温度

雨・風・モヤ開度

自動２系統（窓Ａ、窓Ｂ 各系統１出力）

４段変温

５～４０℃・０～１００％・５～２５％/℃

T1 T1、T2、平均、最低、最高温度

各０～５０％

雨風強制閉解除温度

リフレッシュ運転 ○

５～５０℃

系統

カーテン１

２軸２層

高湿予防／室温重視／室温のみ／タイマーのみ

０～３５℃、１～３℃

保温／遮光／保温遮光 保温／遮光／保温遮光／シェード
カーテン２

保温モード

　保温温度・感度

　運転温度

　モヤ開度

遮光モード

　照度・感度

　ムレ防止開度

シェード時間帯

インターフェース

T1 T1、T2、平均、最低、最高温度

０～５０％

タイマー タイマー/照度室温/照度室温タイマー

１０～９０kLx・１～１０分

カーテン１有（容量200W）、カーテン２無

０～５０％

２

暖
房

変動防止機能

日射演算機能(上乗・引下)

運転温度

温度設定ツマミ

変温段数

系統、出力数 1系統、2出力

４段変温

０～３５℃

T1 T1、T2、平均、最低、最高温度

○

○

循
環
扇

系統、出力数 1系統、1出力

運転方法

タイマー時間帯

連動運転

タイマー運転

2

雨、暖房、モヤコン、ファンコン

○（暖房1，2、ファン1，2）

○（循環扇、ファン1，2）

モヤコン機能（出力先）

ファンコン機能（出力先）

温度補正

最高・最低温度

センサ・開度(7日間10分毎)

-2.0～+2.0℃

最高温度（12：00更新）・最低温度（0：00更新）
温度,照度,日射量,窓カーテン開度,雨風温度

記録値
表示
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定
期
点
検
・
お
客
様
登
録

定期点検について

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、お客様が安全にお使いいただくために、定期点検（有料）
をお受けください。
定期点検のお申し込み、内容や手続きに関するお問い合わせは、お近くのネポン
支店・営業所、またはサービスセンターまでご連絡ください。 
また、製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接お申し込みいただけます。 
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

●●定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。 注意

お近くのネポン支店・営業所 サービスセンターまたは

定期点検のお申し込み・お問い合わせは･･･

FAXによる定期点検のお申し込みは･･･
FAX 0120－ 926413

ネポン製品をご購入いただいたお客様には、「お客様登録」をお願い 
しております。

「お客様登録」をしていただきますと、定期点検のご案内や、お使いの製品につい
ての重要なお知らせなどをお届けします。
製品に同封の「お客様登録用紙」に必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイ
ヤル）にてご登録いただくか、ネポンホームページの登録フォームよりご登録い
ただきますようお願いいたします。

お客様登録について

FAXによるお客様登録は･･･

インターネットによるお客様登録は･･･
FAX 0120－ 926413

http://www.nepon.co.jp/

定期点検・お客様登録
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保証とアフターサービス

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

☎（046）247 ー 3195
月曜日～金曜日　9：00～17：00

お買い上げの
販売店

お近くの 
ネポン支店・ 

営業所

サービスセンター

または

修理のご用命は… ご相談

■ご連絡いただきたい内容
◉品　名　　　◉型　式
◉お買い上げ日（　年　月　日）
◉故障の状況 （できるだけ具体的に）
◉ お名前　　　◉電話番号
◉ご住所（ 付近の目印などもあわせて

お知らせください）
◉訪問希望日

■修理料金の仕組み
修理代は技術料・部品代・交通費から�
構成されています。

技術料…�故障した商品を正常に修復する
ための料金です。

部品代…�修理に使用した部品代金です。
交通費…�車両・移動に必要な料金です。

■保証期間中は･･･
修理に関しては保証書をご覧ください。
保証書の規定に従って修理させていた
だきます。

■保証期間が過ぎているときは･･･
修理すれば使用できる場合には、ご希望
により有料で修理させていただきます。

補修用性能部品の保有期間

保証について

■�保証期間は、お買い上げ日から１年です。�
保証期間中でも有料となる場合があります。詳しくは保証書をご覧ください。

修理を依頼されるとき

FAX 0120－926413

　�製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接修理をお申し込みいただけます。�
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

■�この製品は、保証書を添付していません。�
保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ずお確かめのうえ、お買
い上げの販売店からお受け取りください。�
内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

　�３６～３９ページ「困った時のチェックポイント」に従ってお調べいただき、
なお異常があるときは、元電源を切って（電源プラグがある場合は、電源プラ
グを抜いて）、お買い上げの販売店、または�お近くのネポン支店・営業所にご連
絡ください。

　�この製品の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後１２年です。�
補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するために必要な部品です。

保証とアフターサービス



〒150－0002　東京都渋谷区渋谷１丁目４番２号

URL：http://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。 
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止




